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１ 開会 

磯野教育長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

過半数の委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

磯野教育長より中野委員を指名 

４ 会期の決定 

令和元年７月３１日（１日間）とすることで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 議事の概要 

(1) 議決事項 

議案第３２号 令和２年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用図書の採択につ

いて 

遠藤千葉高等学校長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どお

り可決した。 

議案第３３号 令和２年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択につ

いて 

佐藤稲毛高等学校長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どお

り可決した。 

議案第３４号 令和２年度使用千葉市立中学校用教科用図書（特別の教科 道

徳を除く。）の採択について 

神﨑教育次長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決

した。 

議案第３５号 令和２年度使用 学校教育法附則第９条の規定による教科用図

書の採択について 

神﨑教育次長及び鶴岡教育指導課長より説明があった後、審議。全委員異議

なく、原案どおり可決した。 

議案第３６号 令和２年度使用千葉市立小学校用教科用図書の採択について 

神﨑教育次長より説明があった後、審議。無記名投票の結果、下記のとおり

採択することと決定した。 

 

(2) 発言の要旨   

  議案第３２号 令和２年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用図書の採択につ

いて 



 

   磯野教育長 千葉高等学校長、説明をお願いします。 

   遠藤千葉高等学校長 議案第３２号「令和２年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用

図書の採択について」、千葉市教育委員会組織規則第８条第１０

号の規定により、議決を求めるものであります。 

          千葉高校の遠藤です。どうぞよろしくお願いいたします。 

          では、別とじになっております参考資料「令和２年度使用教科

用図書選定理由書」をご覧ください。 

          １ページ、選定方針について、ご説明を申し上げます。 

          最初に、１の「本校の実態及び重点目標」についてです。 

          本校では、ほぼ全員が進学を希望しているという状況を踏まえ、

「各教科の指導内容を充実させ、基礎・基本の学力の定着と個々

の適性の伸長を図り、自己教育力の育成を図る」という学校教育

目標を掲げております。 

          また、千葉市の「科学都市戦略構想」のもと、ＳＳＨ（スーパ

ーサイエンスハイスクール）指定校として、生徒の科学的能力の

伸長や国際性の涵養を図ることに取り組んでおります。 

          重点目標につきましてはそれらを踏まえたものにしておりま

して、（１）として、確かな学力の定着と主体的な学習活動の展

開、（２）として、ＳＳＨのプログラムによる思考力・判断力・

表現力の育成を掲げております。 

          次に、２の「本校に求められる教科用図書の特色」でございま

すが、まず普通科におきましては、生徒の実態を踏まえたレベル

の教科書であるということを前提としまして、次の４点を掲げて

おります。発展的な内容まで幅広く扱っていて、興味・関心を高

める表記があるかどうか。最新のデータに基づく資料等が挿入さ

れているかどうか。応用・発展や研究問題が配置されているかど

うか。ＳＳＨに必要な専門的・探究的な内容、大学連携を視野に

入れた内容等があるかどうか。 

以上を踏まえて選定をしております。 

         また、理数科では、普通科の教科用図書の特色を前提とした上

で、課題研究や探究活動等の内容が充実しているかという観点を

加えております。 

          したがいまして、理数科におきましては、理科の物理・化学で

は、普通科に比べてより踏み込んだ内容を扱った教科書を選定し

ております。 

          また、普通科と同じものを使用している教科・科目であっても、



 

補助教材やプリントを活用し、内容を深め、理数科としての特色

を出すように努めております。 

          最後に、３の「選定基準」でございますが、記載のとおり、校

内で教科書選定委員会を設置して、適正に選定を行っております。 

          現行の学習指導要領が平成２５年度から実施されております。

平成２８年度からは、各教科書会社が改訂版を出しました。その

改訂版が出たタイミングで、本校の教育により合致している教科

書をこの２、３年で選定し直してまいりましたので、今年度は、

ほとんどの教科書で継続して使用することにしております。 

          それでは、次に、各教科について説明をいたします。 

          ３ページ、令和２年度使用高等学校教科用図書選定理由書をご

覧ください。来年度変更となる教科書を中心に説明をいたします。 

          まず、国語です。 

          ２年生で使用いたします「現代文Ｂ」と「古典Ｂ」の教科書を

変更いたします。 

          通し番号で申し上げますと３番と４番です。同じく、５番、６

番にありますＳＳＨコースの生徒向けの科目であります「ＳＳ－

国語α」、それから、７番、８番にあります理数科生徒向けの科

目の「理数国語α」、こちらのほうも同様の変更をいたします。 

          今年度まで、どちらも第一学習社の教科書を使用しておりまし

たが、数研出版の教科書に変更いたします。 

          １年生の科目、２番ですけれども、「国語総合」では、既に今

年度から、第一学習社から数研出版の教科書に変更して使用して

います。数研出版の教科書の特色といたしましては、「現代文Ｂ」

では今注目されている執筆者の作品を扱ったり、「ズームアップ」

というコラムや「表現編」という表現を扱う内容が生徒の興味・

関心を引くものとなっておりまして、ディベートですとかスピー

チなどの話し合い活動に活用しやすいという特色がございます。

また、「古典Ｂ」では、文法表が充実をしておりまして、まとめ

方が非常によく、学習がしやすいという特色がございます。 

          来年度は、２年生におきましても、１年生の変更に引き続いて、

数研出版の教科書を選定いたしました。 

          続きまして、地理歴史です。 

          ４ページになります。通し番号９、１年生で使用する「世界史

Ａ」でございますが、実教出版から帝国書院の教科書に変更いた

します。 



 

          この教科書は、他の教科書よりも大判、大き目のサイズになっ

ておりまして、地図帳や資料集と同じサイズでありますために、

資料がとても見やすく、また、他の教科書より記述も詳しく、用

語の記載も多いという特色がございます。本校独自に取り組んで

おります教科横断的なクロスカリキュラムと呼んでいる授業が

ありますけれども、そういった授業のために、発展学習に適した

教科書ともなっております。 

          また、「日本列島の中の世界史」というページですとか、コラ

ムの中に「世界史の中の日本」といったような記述もございまし

て、日本史との関連も多く使われております。生徒の興味・関心

を引き出すことができる教科書となっております。 

          続きまして、公民ですけれども、これは変更ございません。 

          数学、こちらも変更はございません。 

          理科についても変更はございません。 

          保健体育、こちらについても変更はございません。 

          外国語です。 

          ７ページになります。通し番号４３番、３年生で使用する「コ

ミュニケーション英語Ⅲ」の教科書を、啓林館から第一学習社に

変更いたします。１、２年生は既に第一学習社のものに変更して

おりますが、第一学習社の教科書は、取り上げられている題材が

多岐にわたっておりますので、教科横断的な授業である、先ほど

申し上げたクロスカリキュラムやコミュニケーション活動への

応用に適した教科書となっております。 

          また、１つの大きな特色として、本文が見開き２ページに、ぱ

っと見て本文が見えるようになっておりまして、全体の構成を意

識しながら読んでいくことができることから、長文読解の力をつ

けるのに最適な教科書となっております。 

          以上、千葉高校における令和２年度使用の教科用図書について

ご説明いたしました。よろしくお願いします。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。          

   中 野 委 員 先ほど理系で、特に科学の思考力・判断力・表現力の育成に

力を入れたいということでしたけれども、教えている方も、当然、

教材を考えたいと思うでしょうし、また、議論していただきたい

と思います。今後も、よろしくお願いします。 

          それから、やはり理系だと思って入ってきても、必ずしもそう

ではなく、後で文系だったと思うような方もいることと思います



 

ので、ぜひとも力を入れて指導していただきたいと思います。こ

ちらのほうもぜひよろしくお願いいたします。要望だけです。 

   磯野教育長 ほかに、ご質問もないようですので、議案第３２号「令和２

年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用図書の採択について」を、

原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 

  議案第３３号 令和２年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択につ

いて 

   磯野教育長 稲毛高等学校長、説明をお願いします。 

   佐藤稲毛高等学校長 議案第３３号「令和２年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科

用図書の採択について」、千葉市教育委員会組織規則第８条第 

１０号の規定により、議決を求めるものであります。 

          稲毛高校の校長、佐藤でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

          それでは、お手元の配付資料をご覧ください。 

          まず、最初のページにございます、１番「本校の実態及び重点

目標」ですけれども、本校は「豊かな国際感覚を身に付けたグロ

ーバル・リーダーの育成」を教育目標に掲げておりまして、次の

３点を柱とした教育を実践しております。 

          １点目が、自分たちの伝統・文化を理解する姿勢を持つ。２点

目が、外国の伝統・文化を理解する姿勢を持つ。３点目が、自ら

の考えや意見を発信し、具体的に行動することができる力を養う。 

          これらを受けまして、「重点目標」としては、国際理解教育の

推進に当たりまして、英語力を身につけさせるだけではなくて、

幅広い教養や思考力、判断力、表現力、そして主体性を持って学

ぶ態度を育てること、さらには本年度から文科省の指定を受けま

した地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル

型）を受けまして、課題発見力、課題解決力の基礎となる探究す

る力を身につけさせること、これらを意識して教科書選定を行っ

ております。 

          続きまして、２の「本校に求められる教科用図書の特色」とい

たしましては、普通科では、各教科とも、データ、図、写真等が

バランスよく配列されており、言語活動へのアプローチも充実し

た内容となっていること。また、英語では、さまざまな分野の話



 

題がバランスよく取り上げられ、語彙や文法も充実したもの、こ

ちらはネイティブ講師とのチームティーチングにおいて、発信活

動がしやすい内容であったり、速読、精読等、目的に合わせた学

習に適していること。最終的には、英語の４技能の能力の伸長を

測定することに適した構成となっているものでございます。 

          さらに、国際教養科のほうには、それに加えまして、専門科目

の特色を生かすことができる内容、すなわち特に「総合英語」や

「英語表現」において、ディスカッションやディベート等の高度

な表現活動がしやすい題材、表現を取り扱っているものとしてご

ざいます。 

          ３点目の「教科用図書の選定基準」につきましては、記載のと

おりでございます。 

          これまでは、多くの知識を得られる詳しい教科書を選んでいた

傾向がございましたけれども、ここ数年、流れを多少変えまして、

グループワークやペアワークの授業で使いやすいもの、授業だけ

ではなくて家庭学習に使いやすいもの、また、思考力や表現力を

高める工夫のあるものなどの観点から選定する傾向を強めてお

ります。 

          また、現行の学習指導要領が平成２５年度から始まったわけで

すけれども、３年ほど前から、各教科書会社が改訂版を出してお

ります。その改訂版が、本校の教育により合致する場合が多くな

ってまいりましたので、一昨年度に、慎重に選定をした結果、多

くの教科書の選定をし直しました。今年度は、ほぼ昨年度と同様

でございます。 

          それでは、選定理由を説明いたしますが、来年度につきまして

も、今年度と全て教科書は同じものを選定してございますので、

補足の必要なものに絞って説明をさせていただきます。 

          それでは、まず、３ページの国語をご覧ください。 

          ２行目にございます「現代文Ｂ」です。こちらは、平成２９年

度の３年生までは、第一学習社の教科書を使用しておりましたが、

平成３０年度の２年生から筑摩書房の「精選現代文Ｂ」の改訂版

に変更いたしました。そして、その学年はそのまま３年生で同じ

教科書を使用するように変更しております。新旧の作品が大変バ

ランスよく配置されており、グループやペアで議論するときに適

した問いが数多く載ってございまして、言語活動が行いやすい教

科書となっております。 



 

          その次の行の「古典Ｂ」ですけれども、こちらは大修館書店の

「古典Ａ」の「物語選」の改訂版が発行されまして、平成３０年

度に２年生では「古典Ａ 物語選」改訂版に変更いたしました。

この改訂版は、多くの漢文の基礎・基本を定着させることに重き

を置いており、ジャンルや時代のバランスが大変よい教科書とな

っております。 

          その後の地理歴史から公民、数学、理科、保健体育等について

は、変更がございません。 

          ５ページになります芸術の音楽、こちらのほうをご覧ください。 

          音楽Ⅰ、Ⅱ、Ⅲにつきましては、平成３０年度までの教育出版

から、今年度から教育芸術社のものに変更いたしました。２社と

も改訂版になっておりますけれども、それらを比較した結果、教

育芸術社の方が、主体的に学習ができやすいように楽譜に詳しい

解説が書かれており、イラストや写真を使って、視覚的に理解し

やすい構成になっております。 

          続いて、６ページの外国語をご覧ください。 

          ４行目、５行目にございます英語表現ⅠとⅡですけれども、年

次進行で啓林館からいいずな書店に変更してまいりまして、今年

度、３学年そろって使用するようになっております。いいずな書

店は、外国人の講師の評価で、表現が大変自然であり、４技能を

身につけるに適した教科書であるという評価を受けておりまし

て、ネイティブとのチームティーチングの授業において、プレゼ

ンテーションですとかディスカッション、ディベートといった高

度なコミュニケーション活動を行いやすいという評価がありま

して、そのような理由からこの教科書を選定してございます。 

          家庭科と情報科については、特にございません。 

          ７ページの専門教科、英語をご覧いただきたいと思います。 

          こちら、国際教養科のものですけれども、専門教科の教科書は、

その専用のものが出版されておりません。学習指導要領によりま

すと、普通教科の英語の内容に加えて、必要に応じて内容を発

展・拡充させて取り扱うこととなっております。したがいまして、

普通教科の英語の教科書を使用しつつ、発展的な内容を加えて授

業を行っているということでございます。 

          以上、稲毛高校の教科書選定等につきまして説明を終わらせて

いただきます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 



 

   和 田 委 員 1 点、少し本筋と関係ない部分で、教科について質問させてい

ただきたいのですが、芸術の中で工芸という科目がありますが、

これは珍しい科目なのかなというふうに思います。どのくらいの

生徒が選択をしているのかということをまずお聞かせいただけ

ますでしょうか。 

   佐藤稲毛高等学校長 本校の芸術科目は、音楽、美術、書道、工芸の４科目ござい

ますけれども、そのうち工芸を選択している生徒は１年生で８２

人、２年生で７１人、３年生が２人となっております。 

          ３２０人の学年ですけれども、１年次の希望者が実は１２０人

ほどおりまして、大変希望は多いのですけれども、調整して、大

体８０人程度に抑えております。２年生になりますと国際教養科

のほうから芸術の選択が無くなりますので、人員制限で７１人に

なっております。また、３年生では、実際に工芸を選択している

生徒には理系の希望者が多いものですから、理系となりますと、

もともと芸術の選択がないということで非常に少なくなってお

ります。 

   和 田 委 員 工芸の教員については、工芸の専科の教員が教えているとい

うことでしょうか。何かほかの科目と兼ねているということはあ

りますか。 

   佐藤稲毛高等学校長 本校で工芸を担当している教員は、もともとは技術の教員   

ですけれども、工芸のほうも大変詳しいということで担当してい

ます。また、本校は附属中学校を併設しておりますので、附属中

学校の技術の授業も担当しています。 

   和 田 委 員 続いて、もう１点よろしいでしょうか。 

          英語に関してなのですが、毎回質問させていただいて恐縮なの

ですが、いいずなという出版社の教科書は特色がとてもあるもの

だというふうに解釈しております。先ほどご説明でも、ネイティ

ブの教師からの評価が非常に高いというお話でしたが、学ぶ生徒

の側からの学びやすさという点では、どのような声があるのかと

いうことをお聞かせいただければと思います。 

   佐藤稲毛高等学校長 本校の生徒も大変英語の能力が高い生徒が多くございますけ

れども、生徒にとっても大変学びやすいという声が上がっており

まして、特に教える側から使いやすいということは、生徒に対し

ても大変講義がしやすいということになりますし、そういったと

ころから深い学びにつながっていくということで、生徒からも大

変好評というふうに理解いたします。 



 

   磯野教育長 では、ほかにご質問もないようですので、議案第３３号「令

和２年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択につい

て」を、原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 

議案第３４号 令和２年度使用千葉市立中学校用教科用図書（特別の教科 道

徳を除く。）の採択について 

   磯野教育長 教科用図書選定委員会の調査結果報告について、選定委員会

委員長である教育次長から説明をお願いします。 

   神﨑教育次長 議案第３４号は、「令和２年度使用千葉市立中学校用教科用

図書（特別の教科 道徳を除く。）の採択」について、千葉市教

育委員会組織規則第８条第１０号の規定により、議決を求め

るものであります。 

          「令和２年度使用中学校用（特別の教科 道徳を除く）の教科

用図書」についてですが、本年６月２６日の教育委員会会議第６

回定例会で採択方針が決定されております。 

          今回、道徳以外の中学校用教科用図書については、平成３０年

度に検定本の申請がなく、その後も大きな変更がなかったことか

ら、文部科学省からの通知を踏まえ、平成２７年度採択時の調査

研究報告書を活用し、中学校教科書目録に登載されている教科書

のうちから採択を行うこととなっております。 

          教科用図書選定委員会といたしましては、前回採択された教科

書について大きな内容の変更がなく、また、これまでの使用に際

し大きな問題等がないことから、現行教科書を来年度も継続して

使用したいと考えております。 

          説明は以上でございます。ご審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   磯野教育長 ご意見、ご質問等ございませんようですので、議案第３４号

「令和２年度使用千葉市立中学校用教科用図書（特別の教科 道

徳を除く。）の採択」を、原案どおり可決したいと考えますが、

いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 



 

議案第３５号 令和２年度使用 学校教育法附則第９条の規定による教科用図

書の採択について 

   磯野教育長 教科用図書選定委員会の調査結果報告について、選定委員会

委員長である教育次長からその概略の報告をお願いします。その

後に、調査結果についての説明を教育指導課長よりお願いします。 

   神﨑教育次長 議案第３５号は、「令和２年度使用学校教育法附則第９条の

規定による教科用図書の採択」について、千葉市教育委員会組

織規則第８条第１０号の規定により、議決を求めるものでご

ざいます。 

          学校教育法附則第９条の規定による教科用図書については、本

年５月２７日の教育委員会会議第５回定例会において決定され

た「令和２年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択方針」に

基づき、５月３０日に第１回千葉市教科用図書選定委員会を開催

して、教科用図書専門調査員会を設置するとともに、専門調査員

を任命し、教科用図書選定に係る調査研究等を行ったところでご

ざいます。 

          また、その調査研究の報告をもとに、７月１９日に第２回千葉

市教科用図書選定委員会を開催し「令和２年度使用教科用図書調

査研究報告書」を取りまとめました。 

          報告書の内容につきましては、教育指導課長よりご説明申し上

げます。 

   鶴岡教育指導課長 特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍する児童生

徒の教科用図書につきましては、文部科学省検定済教科用図書及

び文部科学省著作教科用図書の当該学年用を使用することが原

則となっておりますが、児童生徒の実態により適切でない場合は、

学校教育法附則第９条の規定により、一般図書を選定することが

できます。 

          報告書２ページから５ページの教科用図書につきましては、千

葉市立の特別支援学校及び特別支援学級の児童生徒の該当者は

おりません。通常学級の中に拡大教科用図書を使用している児童

生徒は、小学校で１３人おります。 

          千葉市立の特別支援学校及び特別支援学級で学ぶ児童生徒の

多くは、知的障害があります。児童生徒一人一人の発達段階が

様々であることと障害の特性も多様であることから、できるだけ

児童生徒の実態に対応できるようにするため、文部科学省検定済

教科用図書、文部科学省著作の特別支援学校用教科用図書と併せ



 

て、学校教育法附則第９条の規定による一般図書を採択していた

だきたいと考えます。 

          学校教育法附則第９条の規定による一般図書の観点について

申し上げます。報告書の９ページをご覧ください。 

          「１、内容について、２、組織・配列について、３、表現につ

いて、４、造本について」を、それぞれの観点から報告書を作成

いたしました。 

          １０ページから１３ページをご覧ください。 

          県教育委員会から示された一般図書の一覧です。備考欄の※印

は、本年度新たに県から示された図書です。千葉市の欄の印につ

きましては、調査員会が採択を希望する図書です。○印は昨年度

に引き続き、◎は今年度新たに希望する図書です。 

          では、学校教育法附則第９条の規定による教科用図書、合計１

３３冊について報告いたします。 

          初めに、国語について報告いたします。 

          県教育委員会から４４冊示されましたが、そのうち３４冊を選

びました。全て昨年度から継続して選んだ図書です。内容が適切

で、指導の継続性や児童生徒に親しまれている図書が多いためで

す。 

          続いて、算数・数学について報告いたします。 

          県教育委員会から２７冊が示されましたが、そのうち１７冊を

選びました。全て昨年度から継続して選んだ図書です。算数・数

学につきましても新規本はございません。 

          続いて、生活・社会について報告いたします。 

          １２ページをご覧ください。 

          県教育委員会から３４冊が示されましたが、そのうち２８冊を

選びました。昨年度から継続して選んだ図書は２６冊です。内容

が適切で、指導の継続性や児童生徒に親しまれている図書が多い

ためです。新規に選んだ図書は、今回、県教育委員会で新たに選

定された図書２冊です。 

          ４０ページをご覧ください。 

          No.３３の「てあそびうたえほん」は、左側に絵本、右側にＩ

Ｃボードがあることで、歌に合わせて絵本のページを開き、手遊

びをすることができ、選曲ボタンには絵本と同じ絵が描かれてい

て、わかりやすくなっています。 

          そして、４１ページの No.３４「友だち関係(気持ちの伝え方)」



 

も今年度、新たに県教育委員会で選定された図書です。内容は、

コミュニケーションにおけるよりよい気持ちの伝え方が学べる

ようになっています。日常生活の中で経験する場面が多く取り上

げられ、漫画で表現されているので、わかりやすく、興味・関心

を持ちやすいものとなっています。 

          生活・社会については以上です。 

          続いて、職業・家庭について報告いたします。 

          １３ページをご覧ください。一般図書一覧に戻ります。 

          県教育委員会から２２冊示されましたが、そのうち１８冊を選

びました。昨年度から継続して選んだ図書は、１７冊です。新規

に選んだ図書は、今回、県教育委員会で選定された図書１冊です。 

          報告書の４７ページをご覧ください。 

          「くらしに役立つ家庭」です。内容は、家庭生活から社会生活

まで幅広く取り扱われていて、実際の場面を写真やイラストを入

れて、視覚的にわかりやすくなっています。また、題材ごとにエ

クササイズやコラムがあり、学習内容の振り返りができるなど、

扱いやすくなっています。 

          職業・家庭については以上です。 

          最後に、外国語について報告いたします。 

          県教育委員会から６冊示されましたが、そのうち全てを選びま

した。全て昨年度から継続して選んだ図書です。内容が適切で、

指導の継続性や児童生徒に親しまれている図書が多いためです。 

          外国語については以上です。 

          以上で全ての報告を終わります。 

   磯野教育長 では、審議に移りますが、質問等を含め何かございますか。 

   磯野教育長 ご意見、ご質問等ございませんようですので、議案第３５号

「令和２年度使用 学校教育法附則第９条の規定による教科用図

書の採択について」を、原案どおり可決したいと考えますが、い

かがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 

  議案第３６号  令和２年度使用千葉市立小学校用教科用図書の採択について 

   磯野教育長 教科用図書選定委員会の調査結果報告について、選定委員会

委員長である教育次長から概略の報告をお願いします。 

   神崎教育次長 議案第３６号についてご説明申し上げます。 



 

          議案第３６号は、「令和２年度使用千葉市立小学校用教科用図

書の採択」について、千葉市教育委員会組織規則第８条第１０

号の規定により議決を求めるものであります。  

          今回、小学校用教科用図書は、別添資料として配布しておりま

す「小学校用教科書目録（平成３２年度使用）」に登載されてい

る教科書のうちから採択を行うものでございます。 

          小学校用教科用図書に関する経緯といたしましては、本年５月

２７日の教育委員会会議第５回定例会において決定されました

「令和２年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択方針」に基

づき、附則第９条図書と同様に、教科用図書専門調査員会を設置

するなどして、教科用図書選定に係る調査研究等を行い、千葉市

教科用図書選定委員会として「令和２年度使用教科用図書調査研

究報告書」を取りまとめました。 

          報告書の内容につきましては、後ほど教育指導課長よりご説明

いたします。          

   磯野教育長 教科ごとの調査研究の報告に先だち、決定の方法についてお

諮りいたします。 

          全ての教科用図書につき、投票により、これを決定したいと考

えます。 

          なお、投票の順番は、文部科学省作成の教科書目録に記載され

ている種目により、国語、書写、社会、地図、算数、理科、生活、

音楽、図画工作、家庭、保健、英語、道徳とします。 

          投票の方法ですが、各委員に配布いたします投票用紙に、無記

名で、採択すべきと考える教科用図書の１つに「○」を記入し、

投票してください。 

          本日の出席者は５名ですので、過半数の３票を獲得した教科用

図書を採択することと決定したいと考えます。過半数に達しなか

った場合は、改めて意見交換等協議の上、得票のあった発行者に

よって、３回目まで繰り返し投票を行います。ただし、過半数に

達しないものの、２者が２票ずつ得票をしている場合には、その

２者によって再度投票を行うこととします。３回の投票により決

しない場合は、その際に、決定方法について再度協議といたしま

す。以上、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

 

《国語》 



 

   磯野教育長 小学校用「国語」に係る選定結果について、教育指導課長の

説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「国語科」について報告します。 

          調査報告書の 1 ページをご覧ください。 

          最初に、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」について

説明いたします。 

          学習指導要領における国語科の目標は、「言葉における見方・

考え方をはたらかせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適

切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」

とあり、３つの目標が具体的に挙げられております。 

          次に、本市の児童の学力については、全体的に学力が低下傾向

にあります。特に、「読むこと」では、心情が伝わるように工夫

して音読することや、中心となる文や段落を捉えて説明的な文章

を正しく読むことに課題があります。また「話すこと・聞くこと」

では、相手や目的に応じて、理由や事例などを挙げながら筋道を

立て、工夫して話すことに課題があります。 

          従って、児童の関心意欲を高め、主体的・継続的に課題を追求

していけるといった特色を有する教科用図書を選定する必要が

あるものと考えております。 

          次に､教科用図書を選定するための、国語の観点についてです

が、２ページに掲載をしましたので、ご覧ください。 

          続きまして、調査研究報告書について、調査結果を具体的にご

説明いたします。 

          ３ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」（３）では、言葉を意識して学ぶことを重視し、国語科で

育む資質・能力を「言葉の力」としてわかりやすく提示していま

す。例えば、２年下の８ページと２２ページのように、各単元で

身に付けさせたい力を単元冒頭と単元末に示しています。また、

３年上の９４ページに見られるように、説明文の系統である「読

み比べ・表現の工夫」では、実用的なテキストを複数読み比べま

す。新しい学力である「書き手の目的や意図に応じた表現」につ

いて考えることができ、確かな学力を育む題材の配列に優れてい

ます。 

          「学校図書」は、「新しい学習指導要領への対応」（３）につい

てですが、２年下の３８ページや３年下の６ページでは、言葉か



 

ら想像したことを表現したり、情報を感性で捉え、自由な発想で

事象と言葉を結び付けたりすることで、言葉への見方や考え方を

養うよう工夫されています。 

          また、「内容」（３）についてですが、４年上の１２４ページな

どのように、さまざまな今日的課題に考慮して、地域や社会とつ

ながりをもちながら学ぶことのできる題材が設定されている点

が優れています。 

          続いて、「教育出版」は、「新しい学習指導要領への対応」の

（１）５年上の２８ページをご覧ください。 

          「読む」単元の教材の後ろには、「確かめよう」→「考えよう」

「深めよう」→「広げよう」の４つのステップの学習過程が具体

的に明記されています。 

          「内容」（１）について、４年上の７４ページでは、日本の伝

統文化でもある「落語」が教材として詳しく取り上げられていま

す。児童が興味関心を持ち、楽しく学習することができるような

言語活動や題材・教材が充実しています。また、２年上の１２６

ページでは、プログラミング的思考を促す教材が配列されていま

す。 

          読書活動を促す教材に関しましては、１年下の８２ページ、「お

はなしどうぶつえんをつくって、本をしょうかいしよう」などに

あるように、各学年の発達段階に応じた読書に関する単元が系統

的に配列されています。 

          最後ですが、「光村図書」は、まず、「新しい学習指導要領へ

の対応」（１）の項目につきましては、５年の１４６ページをご

覧ください。 

          こちらは、学習のてびきが４つのステップで記されており、学

習過程を示すバーとなっております。新学習指導要領の改訂の要

点の一つである「学習過程の明確化」に則って位置付けられてお

り、大変よく配慮されております。 

          次は、「内容」（１）について、６年の１０３ページからの「作

品の世界を捉え、自分の考えを書こう」では、宮沢賢治の世界を

味わうために、物語文「やまなし」に加え、資料として「イーハ

トーブの夢」という伝記を載せています。この２つの文章を読む

ことで、児童は作品をより深く味わうことができます。複数の情

報を関連させて読む力が、全国学力・学習状況調査で毎年重視さ

れています。 



 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、学校図書と教育

出版が、全学年Ｂ５判の分冊になります。東京書籍と光村図書が、

４年生以下はＢ５判の分冊、５、６年生は合本となっております。 

          以上で国語科の報告を終わりにします。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 国語という教科は、言語能力を育成する中心的な役割を担う

教科だと思いますので、そのことも意識しながら、私たちも教科

書を全者、全学年分、読み込んでまいりました。正直言いまして、

とても迷っておりまして、冒頭こんなことを申し上げるのは何な

のですけれども、今に至るまで決心がつきません。 

          そこで、少し質問事項が多くなるのですが、幾つかコメントを

伺わせていただきたいと思います。 

          まず、２点関連するので、まとめてお尋ねしたいのですが、千

葉市の児童の課題として、先ほどご説明いただきましたのは、ま

ず読むこと、そして話すこと聞くことが挙げられておりますが、

これまでは長いこと、書くことにも課題があると言われてきまし

た。一度のテストでは測れないということもあると思いますし、

先ほど申し上げたように、言語能力を育成する中心的な役割を担

う教科ということを考えると、やはり総合的な力を身につける必

要があると思います。 

          それを考慮すると、教材や学習の導き方に偏りのない教科用図

書が望ましいと考えます。バランスという点で、各者優れている

点を、まず１点目として教えていただきたいと思います。 

          そして、これと関連するのですが、子どもたちの意欲があまり

芳しくないというようなご説明もございました。子どもたちに身

につけさせたい力と教材の特性がマッチしていて、さらに子ども

たちの意欲をかき立てるような、さらに、そして無理なく   

言語活動に取り組めるということが肝要だと思いますが、まず、

この身につけさせたい力と教材の特性についての整合性、そして

子どもたちの意欲をかき立てるという点で、各者優れている点、

特徴的な点があればご説明をお願いしたいと思います。まず２点、

お願いいたします。 

   石塚指導主事  ４者とも新学習指導要領に対応した学習が配列されており、

それぞれよい点が見られます。 

          光村図書では、学習を通し、言葉による見方・考え方を働かせ

ながら、物語や説明文をどのように読めばよいかが、手引の中に



 

具体的に示されているという良さがあります。振り返りの内容に

つきましても、学習を通し、何が身についたか問うことになって

おり、新学習指導要領に合致しているため、これから千葉市の児

童につけさせたい国語の力を伸ばすことが期待できるものと報

告を受けています。 

          また、教育出版は、多様な言語活動が設定されていることから、

児童が興味・関心を持ち、対話を重視しながら表現する学習方法

を配列しています。児童が国語の学習を楽しいと感じながら学ぶ

ことができる教科書であると思われます。 

          東京書籍は、非常に見やすく、記述量も適当です。巻頭には、

つけたい力、学習の進め方が明記されており、児童の主体的な学

びを促すものと伺っております。 

          学校図書は、巻頭に前学年の学習を振り返り、該当学年でつけ

たい力学習の進め方、巻末には振り返ってが載っており、児童が

見通しをもって学習を進めたり、振り返りができたりするよう配

慮されていると報告を受けております。 

          各者の特徴は以上になります。 

   和 田 委 員 子どもたちの意欲をかき立てるような教材を取り上げている

という点では、また、学びの導き方という点では、何か特徴的な

ことがあれば教えていただけますか。 

   石塚指導主事 どの教科書も、児童の興味を引くよう工夫されております。

特に、光村図書は、各教材に大変魅力があり、子どもの興味を引

く力のある教材が多いという報告がなっております。教育出版は、

対話を楽しくできるような、話すこと聞くことの意欲をかき立て

るような教材が配列をされているということが特徴となってい

ると伺っております。 

   鶴岡教育指導課長 意欲ということは、子どもたちがやる気のあるということだ

と考えます。それは教育現場の中で様々な要素があるかと思うの

ですが、意欲につなぐ見通しを持たせることがとても大事なので

はないかと考えます。 

          例えば、光村図書につきましては、「とらえよう、深めよう、

まとめよう、広げよう」という学習の流れがしっかり明確に記さ

れており、教育出版では、「確かめよう、考えよう、深めよう、

広げよう」という学習の流れを見通しを持って、明確に子どもた

ちに示すことによって、先を見通し、いわゆる意欲につながるよ

うな、工夫がなされているかと考えます。報告もそのようにあが



 

っております。 

   和 田 委 員 ３点目なのですが、新しい学習指導要領で、これまでも、も

ちろん重点を置かれていたけれども、さらにこの分野は重点を置

きなさいというものとして、「情報の扱い」それから「語彙指導

の充実・改善」「読書」この３点があげられるかと思うのですが、

この３点について、各者特徴的なことがあれば教えていただけま

すでしょうか。 

   石塚指導主事 情報の扱いに関する児童の育成では、光村図書と東京書籍が

優れている報告が上がっております。光村は、言語活動に応じて、

意図的に情報の扱い方の育成を図ったコラムがあります。東京書

籍は、情報リテラシーなど今日的な課題に対する教材が配列され

ていると報告されています。 

          語彙を増やす内容で読書につなげる内容といった点では、どの

教科書も工夫が見られます。ページ数の多いのは教育出版です。

掲載図書が多いのは学校図書。内容が充実していて、語彙を増や

すことや、学習にすぐ生かせるのは光村図書です。言葉の宝箱が

充実しています。 

   和 田 委 員 私も、光村図書の言葉の宝箱がとてもすばらしいと思ってお

りまして、例えば形容詞や名詞など単純なものではなくて、本当

に日本語の豊かさを感じられるようなものが巻末に載っている

ので、これを子どもたちに見せてくれると、豊かな言語活動につ

ながるのかなと感じました。 

          あと２点、今までご回答いただいていた部分もあるのですが、

まとめてお伺いしたいと思います。 

          説明的な文章の内容を正しく読み取ることに課題があるとい

うふうに言われていますけれども、説明文の扱い方について、各

者特徴的なことがあれば教えてください。 

   石塚指導主事 教育出版は、短い説明文で読み方を学んだ後、長い説明文で

読み方を活用し、正しく読めるようにしています。単元の扉にそ

の単元のつけたい力を明記しているのが東京書籍と光村図書で

す。どちらも、子どもたちが見通しを持って読む力をつけ、それ

を生かして次の活動につなげています。光村図書は、問いの文と

答えの文を押さえながら読むことが、どの学年もしっかり示され

ているため、６年間かけてしっかりと学ぶことができると報告さ

れています。 

   和 田 委 員 最後に、もう１点なのですが、単元ごとの振り返りが、先ほ



 

どもご説明いただいておりますけれども、各者それぞれだと思う

のですが、比較して特徴的なことがあれば教えていただけますで

しょうか。子どもたちの学びやすさを含めてお願いいたします。 

   石塚指導主事  光村図書は、振り返りの観点が新しい学習指導要領で設定さ

れた資質・能力の三つの柱に合致しており、単元ごとに子どもに

身につけさせたい力が明確です。どの教科書も、振り返りの言葉

があるのですが、身につけたい力が明確なのは東京書籍であると

いうことが話し合われておりました。 

   鶴岡教育指導課長 先ほど、子どもたちの意欲ということで２者を紹介させてい

ただいたのですが、学校図書や東京書籍につきましても、三段階

のステップを踏まえて見通しを持って、意欲につなげるようなと

ころもございます。この点を改めてつけ加えさせていただきます。 

   小 西 委 員 一点質問なのですけれども、読書量ですが、４年前は千葉市、

読書量は全国的に見て、トップクラスだったかと思うのですけれ

ども、現在の子どもたちの読書量というのはどのような状況でし

ょうか。 

   鶴岡教育指導課長 継続して千葉市の子どもたちの読書量は、全国に比べると、

かなり高いほうだと思います。データでお示しいたしますと、学

校図書館の指導員の研修会がございまして、その時に使った資料

によりますと、千葉市は４週間、全国は１か月、若干日は違うの

ですが、ほぼ同じと考えると、千葉市の子どもたちは１人当たり

平均読書数は１４．４冊、約１５冊、全国は９．８冊、約１０冊

ということで、これは全体ですので、かなり大きな違いがあるか

なと思います。 

   中 野 委 員 特徴的だとしたら、地域との関係ですね。そのようなことも

学んでいくという過程があると思うのですけれども、幾つか挙げ

ていただいた中で、地域との関係について勉強するのにふさわし

い内容などがありましたら教えてください。 

   石塚指導主事 学校図書は、地域・社会とつながりを持ちながら学べる教材

を使っています。教育出版は、地域に目を向け、地域を大切に思

う気持ちを育んでいる内容になっております。 

   中 野 委 員 どれもみんな内容がいいので、例えば千葉県のことを扱って

いる教科書等、それが１つの特徴になるかなと思うのですけれど

も、ありますでしょうか。すぐ思いつかなければ結構です。 

   磯野教育長 そもそも文科省で、暑さ対策で教科書の分冊が求められてい

る中で、置き勉等を認めている状況下で、今回、２者が合本とい



 

う形になったこと、分冊ということが出てきました。これはこの

後全部の教科、社会科も含めて、分冊か合本かということが問わ

れてくると思うのですけれども、この点について１点、１つ方向

性としてはあるのかなという感じがします。 

          それと、小学校と中学校のつなぎということも考えていかなけ

ればいけない状況があるので、今、それぞれの委員から質問され

た中で、観点としては、私はやはり学習の見通しと振り返りの位

置づけと、主体的な学びが可能な教科書は何かというふうにずっ

と読んでいたのですけれども、やはりこの調査報告書が上がって

きた中で、私の立場として非常に苦しかったのが、児童の実態に

合わせた適切な指導方法の工夫、改善が必要であると書かれてし

まうと、やはり私どもの責任を強く感じるところもありますし、

今後、やはりこれに関しては、全教科でも関係しますけれども、

この教科書を読み込んだ後の指導計画の作り方がいかに重要に

なるかということを、改めて認識させていただきました。 

          ですから、若い教員が増えているから指導力が落ちたというこ

とではなくて、今、学力向上アクションプランを作っているわけ

ですから、このようなところを全部に反映していかななければい

けないと考えます。 

          私もやはり、特に読んだ中で、やはり言語活動に課題があると

いう認識でしたけれども、そうやって考えると、文学作品に優れ

ている光村は、その辺については大きなメリットがあるという思

いでありました。 

          一方、児童が関心を持つ多様な言語活動を取り入れるという点

では、教育出版にも、その点についてはやはりメリットがあると

いう考え方がありましたので、最後は、和田委員もおっしゃいま

したけれども、これまで私も教科書採択に関わってきましたけれ

ども、教育という課題が、どのように解決していったらいいのか

ということをずっと悩み続けたのですけれども、なかなかこれに

対しては、今回の改訂の中には書かれてなかったので、ここは、

私としては腑に落ちないというか、疑問に残ることです。 

          そういった中で、それぞれが４ステップを皆さんしっかり捉え

て、今回の教科書を作成されていますので、以上挙げた２者のど

ちらかにしたいという気持ちでおります。 

   和 田 委 員 私も教育長と同じで、光村か教育出版かと考えております。 

          やはり、光村出版は非常に魅力的な教材が多くて、言葉が豊か



 

であるということ、それから振り返りの方法もわかりやすいとい

うことに魅力を感じています。それから、教育出版に関しては、

対話的な学びができるということ、それから振り返りに関しても

かなり突っ込んだ系統立った書き方で、子どもたちにアプローチ

してくれるのではないかと思います。 

          １つ気になっているのが、千葉市の子どもたちの学力が低下傾

向にあるというご説明をいただきました。教育出版の教科書をこ

れまで、３０年くらいにわたって千葉市は採択して使ってきてい

ますが、教育出版の教科書をこれまでずっと使い続けてきて学力

が低下してきたということは、それはこの教科書で教員として教

えることに何か限界があるのか、そうであれば、ここで同じよう

に迷っているのであれば、光村出版にチャレンジする転機なのか、

そこで気持ちが決められずにいます。 

          現場の教員からしてみれば、教育出版でこのままいったほうが

指導計画を作りやすいのか、それともここで思い切って新しい教

科書にして、若い教員も増えていますし、新たな気持ちでチャレ

ンジしたほうがいいのか、そのあたりも率直な意見を、言いにく

いと思いますが、お聞かせいただければと。 

   鶴岡教育指導課長 学力と教科用図書というのは、必ずしもイコールだとは思っ

ていません。その教科書がゆえに上がった、下がったというのは

一概に言えないことであります。例えば全国や県と比べて、プラ

ス１だ、ゼロだというだけで、単に学力そのものが上昇又は低下

傾向にあるとは言い難いと考えます。他の教科も同じであると思

っております。 

   中 野 委 員 私も、教科書によって学力が下がるということは、内容を見

てもあり得ないと思うのですけれども、それはあえて教科書を変

えるという理由が教科書を見ている限りではわかりませんでし

た。私はこのままでも、今までどおり教育出版がいいのではない

か思いました。 

   小 西 委 員 私も光村図書と教育出版で非常に悩んでいまして、両方とも、

より子どもたちが主体的に考えられるよう非常に配慮されてい

ると思います。 

          特に教育出版は、子どもたちが、各学年ごとに楽しく読書活動

に入っていける工夫であったり、確かめ考え深め広めるという思

考過程について、子どもたちが理解しやすくうまくまとまってい

ると思いました。 



 

          一方で、光村図書のほうは、子どもたちが筋道を立てて考える

ことというところに、非常に工夫されています。話すことも書く

ことも重要だとは思うのですけれども、書く前提として頭の中で

整理して伝えたい言葉がまとまらなければ、それは書けないわけ

です。千葉市の子ども達は、筋道を立てて考えていくということ

に課題があるようですけれども、そのような子たちにとっては、

光村図書の教科書に載っている思考ツールをたくさん提供して

あげるということは非常に役立つのではないかと思っています。 

          光村図書さんの、言葉の宝箱がとてもよいなと思いまして、最

近の子どもたちは、「ヤバい」など、いろいろな感情を同じ言葉

で表してしまうような子たちが増えており、豊かで細やかな感情

表現というものを使いこなせていないと感じることが多々ある

ので、言葉の宝箱をぜひ子どもたちに読んでもらいたいと思って

います。そういった意味で私も光村図書がよいと考えています。 

   千 葉 委 員 僕も光村図書さんのを読ませていただいて、少し感じたので

すけれども、教科書を変える、変えないというのも、１つ、学校

などもその時代時代で、行政が国の方針で子どもたちの教育が変

わってしまった時に、それを冒険としてやってみた時、だめだっ

た時というのもあるわけです。でも、そうなった時に、教科書を

変えて、また、先生が新しく指導要領などを練った時に、また違

うことが見えてくるのではないのかなと。ですので、僕はここで

あえて変えるというのも、１ついいのではないのかなと思いまし

た。 

   磯野教育長 参考まででよいのですが、私が聞きました分冊と合本の件に

ついて、もし見解があればお示しください。 

   鶴岡教育指導課長 報告が上がっている分でお話しさせていただきますと、合本

につきましては、常に振り返りができるというメリットがあると。

いつ、いかなる時も何かの時にいろいろなものが振り返りができ

るというメリットがあります。分冊につきましては、先ほどおっ

しゃったように、子どもたちの負担軽減ということでの声があが

っております。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「国語」教科用図書の決定

をいたします。 

          はじめに、発行者の読み上げをさせていただきます。読み上げ



 

につきましては、文部科学省作成の教科書目録に記載されている

発行者の番号順で行います。以降の教科につきましても同様とさ

せていただきます。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「国語」の発

行者は４者、「東京書籍」「学校図書」「教育出版」及び「光村

図書出版」です。この４者から投票により決定いたします。事務

局より、投票用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 それでは、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          教育出版、２票、光村図書出版、３票。光村図書出版が過半

数を得ましたので、これを採択することと決定いたしたいと考

えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「国語」の教科用図書は、「光村図書出版」と決定

いたしました。 

《書写》 

   磯野教育長 小学校用教科用図書「書写」に係る調査結果について、教育

指導課長、説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「国語科書写」について報告します。 

          報告書の５ページになります。 

          最初に、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」について

説明いたします。 

          学習指導要領における国語科書写の目標は、文字を正しく整え

て書くことができるようにすることと書写の能力を学習や生活

に役立てる態度を育てることの２点であります。そのため、「硬

筆を使用する書写の指導は各学年で行い、また、毛筆を使用する

書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導する」

ことが大切であると明記されております。 

          本市の児童の学力については、漢字、言葉等の意味や使い方の

正しい理解が課題となっています。また、書写力については、文

字に対する意識は比較的高いものの、姿勢や執筆についてはやや

課題がある傾向にあります。 

          従って、書写の基礎・基本を重視し、系統的かつ効率的に文字

学習が行え、書写力を確実に身につけるといった特色を有する教



 

科用図書を選定する必要があるものと考えております。 

          次に、教科用図書を選定するための観点ですが、６ページに掲

載いたしましたので、ご覧ください。 

          続きまして、調査研究報告書について、調査結果を具体的にご

説明いたします。 

          まず、「東京書籍」について述べます。 

          「新しい学習指導要領への対応」（２）では、３年の２６、２

７ページ、生活に広げよう「実験したことを記録しよう」で、理

科に広げながら横書きのポイントを明示し、書いて伝える活動と

の関連がよく工夫されています。 

          「内容」（２）では、５年の１８、１９ページの「ひらがな」

で、連続写真や結びの図の強調により、基礎的・基本的な事項が

確実に習得できるよう工夫されています。 

          次に、「学校図書」について述べます。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、１年の６ページ

から９ページ、「学しゅうのすすめ方」で、学び方を学ばせるこ

とで主体的に取り組めるよう工夫されています。 

          「内容」（３）では、「書写の資料館」が充実しており、許容範

囲の扱いや都道府県名を漢字で書かせる活動を通して、日常生活

や将来まで役立つ教材が、幅広く取り上げられております。 

          続きまして、「教育出版」について述べます。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、４年の１６、１

７ページの「花」の学習で、４年の導入教材としての位置づけが、

３年の学習の総復習である「点画の筆使い」として、明確に位置

づけられております。 

          さらに、「内容」（４）では、５年の３０から３３ページの「委

員会のポスター」で、書写で学んだことを学校生活の場面で具体

的に生かす活動が提示されており、生きて働く書写力の育成が具

現化されています。 

          続きまして、「光村図書」について述べます。 

          「新しい学習指導要領への対応」（２）では、４年の２４、２

５ページ「リーフレットの書き方」で、国語や社会科との関連が

図られており、日常生活や他教科にも生きて働く書写力の習得に

配慮されています。 

          さらに、「内容」（３）では、１年の「しょしゃたいそう」が、

指先等の感覚が未熟な小学校入門期の児童に対して、幼保との接



 

続という意味で新しい試みを示していると言えます。 

          最後に、「日本文教出版」です。 

          ２年の１ページ「この教科書の使い方」として、考え、たしか

め、いかすという３段階で、学び方をわかりやすく示しており、

児童が見通しをもって学べるように工夫されています。 

          また、造本の（２）では、１、２年の４１ページに「みずがき

シートでれんしゅうしよう」というページがあり、何回使用して

もよれないしっかり感があり、児童にとってはより使いやすい配

慮がされています。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍がＡＢ

判、他社は全てＢ５判でやっています。 

          以上で国語科書写の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 ２点、質問お願いいたします。 

          １点目は、先ほどご説明ありましたが、水書きシートについて

伺います。筆の使い勝手はどのようでしょうか。もし、各者に特

徴的なところがありましたらお願いします。あと、今までに無か

ったものだと思うので、授業の中で実際にどのような使い方が想

定できるのかということも教えてください。 

   石塚指導主事 全て試してみたところ、学校図書以外の全ての教科書にある

のですが、どこも書きぶり、書き方、遜色ございませんでした。

水の渇き具合、終わった後の汚れなども全て皆さんきれいで遜色

はございません。ただ、シートに練習する言葉が載っているのが、

教育出版と光村図書です。１年生で初めて書く言葉である「くつ」

という言葉が載っているのは教育出版でした。 

   和 田 委 員 授業の中で、実際にどのように使うことが想定されるかとい

うことを教えていただけますか。筆は別に購入することになりま

すか。 

   石塚指導主事  筆は、購入することになります。絵の具の筆でよいというこ

とになっておりますが、子どもたち筆圧がとても強く書く傾向が

ございますので、強弱を付け易い、ずっと力を入れていると折れ

て書けなくなってしまいますので、強弱を付けてしっかりと字を

書くのに、水書き用筆が適していると考えております。 

   和 田 委 員 続けて、もう１点なのですが、他教科への応用ですとか、そ

のようなことを考えた場合に、メモのとり方ですとかお礼状の書

き方など、各者色々な工夫がしてあると思うのですが、その辺で



 

特徴的なものがあれば、また優れた点があれば教えていただけま

すでしょうか。 

   石塚指導主事 どの教科書も実生活に生かせる教材がたくさん散りばめられ

ております。メモなのですが、教育出版が２年生という一番低い

学年からメモの書き方について書かれております。そのあと４年

５年６年でもそれぞれの学年に応じた書き方を教えております。

また、光村は中学年の４年生で、学校図書、日本文教は５年生、

東京書籍は６年生ということで実態に合ったメモのとり方を指

導しております。 

   中 野 委 員 姿勢がとても大事だと思うのですけれども、どの教科書も工

夫されていて、大きな差はないかなと思うのですけれども、３年

生で初めて筆を使い始める段階になった時の筆の使い方の説明

が、私は教育出版の解説がわかりやすいかなと思いました。 

   小 西 委 員 私も中野委員と同じ意見なのですけれども、これまでの教科

書に比べ、どの出版社も、教科横断的な視点でつくられており、

非常に変化をしているなと感じました。 

          千葉市の課題の中で、幼児期の早い段階から筆記具を持ち始め

る児童が多く、小学校入学時点で持ち方を誤っている子が多いと

いう点があるのですけれども、この点、教育出版は、筆の持ち方

の説明が写真で非常にわかりやすく書かれているなと感じまし

た。あと、教育出版は、実際に書写が日常生活の中でどのように

利用されているのかという点の説明が非常にわかりやすいなと

感じましたので、教育出版がいいのかなと考えています。 

   磯野教育長 私もこちらに関しては、今回新しく入った水書きシートにつ

いては全部やってみて測ったところ、最大乾くまで２０分かかっ

たところもありました。やはり子どもたちは筆圧の関係で、上手

く水がつかない、また、水をつけてしまうと、使う筆によって随

分違うということがよくわかりましたので、先ほども言ったよう

に、どのように使っていくかということが、指導計画にどのよう

に盛り込まれるかということが気になりました。 

          あとは、やはり筆圧がわかる朱墨の濃淡の鮮明さについて着目

してあり、教育出版がいいかなという感じがしました。 

          それから、見開きで指導ができるという観点からいうと、やは

りこちらも同様に教育出版がよく工夫されていると感じました。 

          いずれも、今回は何時間扱うかわからないのですけれども、メ

ールが増えているので、手紙の書き方などについてはしっかり大



 

事に着目し、指導してほしいという思いを持ったところです。 

   和 田 委 員 私も皆さんと同じ意見で、教育出版がいいと思っています。

やはり、教育長がおっしゃったように、朱墨の部分がとてもわか

りやすくて、子どもたちがどのように力を入れたらいいのかわか

り易いのかなという部分。 

          それから、実生活での応用が、メモのとり方などもとても細や

かに出ていて、書写という教科の広がりと可能性を感じさせてく

れると感じました。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「書写」教科用図書の決定

をいたします。 

          

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「書写」の発

行者は５者、「東京書籍」「学校図書」「教育出版」「光村図書

出版」及び「日本文教出版」です。この５者から投票により決定

いたします。事務局より、投票用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          教育出版、５票。教育出版が過半数を得ましたので、これを

採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょう

か。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「書写」の教科用図書は、「教育出版」と決定しま

した。 

《社会》 

   磯野教育長 小学校用「社会」に係る選定結果について、教育指導課長の

説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「社会」について報告します。 

          １０ページをご覧ください。 

          はじめに、「千葉市の児童が必要とする教科用図書」について

説明いたします。 

          学習指導要領における社会科の目標は「社会的な見方・考え方

を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、グロ



 

ーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成す

ることを目指す。」とあります。 

          本市の児童の学力については、平成２９年度千葉市学力状況調

査の結果からは、第３学年についての市平均正答率は、県平均正

答率と同数値です。観点別正答率は、「関心・意欲・態度」及び

「技能」において上回っています。 

          次に、第５学年ですが、市平均正答率は県平均を上回っていま

す。観点別正答率は、「技能」が上回っています。 

          このことから、本市における社会科学習における課題としては、

３年、５年ともに県平均を上回っている観点・領域が見られるも

のの、今後もさらに社会事象から得た知識を比較・関連づけて考

え、活用することを通して、多面的な見方で社会的事象を捉らえ

ていく力を育成していくことが挙げられています。そのためには、

児童が主体的に問題解決的な学習を充実させていくことが重要

であると考えました。 

          従って、教科用図書を選定するに当たり、（１）から（５）の

ような５つの特色を有することが必要であると考えました。 

          次に、教科用図書を選定するための観点ですが、１１ページに

掲載いたしましたので、ご覧ください。 

          それでは、調査研究報告書について、具体的に説明いたします。 

          １２ページになります。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」（３）で、３年の３８ページから５１ページまでの「農家

の仕事」の単元において「つかむ・調べる・まとめる」の一連の

学習過程を明示して、問題解決的な学習を促し、その中で社会的

な見方・考え方についてイラスト入りでわかりやすく示していま

す。また、学習過程の中に「みんなで話し合う」、対話的な表現

で活動を促しており、主体的・対話的で深い学びが実現できるよ

う工夫されています。 

          「内容」（３）では、６年の２、３ページ「歴史学習の基本を

おさえよう」は、巻頭に千葉市周辺の史跡を扱っています。地域

素材を取り上げ、学習への興味・関心を持たせる工夫・配慮がな

されています。 

          続きまして、「教育出版」についてですが、「新しい学習指導

要領への対応」（３）では、各学年の巻頭に「社会科学習の進め



 

方」が見開き２ページにわたって示されています。また、「社会

科の見方・考え方」についても、学年の発達段階に応じて、見通

しを持って主体的に学習を進めていけるように、各学年の巻頭に

示されています。 

          「内容」（１）では、各単元の左のページに、「この時間の問い」

でその時間の問題を明確にしていて、右のページでは「次につな

げよう」を記載して、一貫性のある追求ができるように、学習活

動のつながりを重視した構成になっています。 

          最後に、「日本文教出版」についてですが、社会科的な見方・

考え方を育成するため、「見方・考え方コーナー」を設け、「空間」

「時間」「関係性」の３つの視点を単元の中でとりあげています。 

          次に「内容」（２）では、４年の５７ページ、「くらしを支える

水」の単元終末では、学習してきたことを話し合いを通してさら

に深めていくよう例示しております。このような活動が、５年「日

本の国土と人々のくらし」や６年「憲法と政治のしくみ」の単元

などでも見られます。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、３者とも同じＡ

Ｂ判でございます。また、東京書籍のみ、５、６年が分冊となっ

ています。 

          以上で社会科の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 新しい学習指導要領では、公民としての資質・能力の基礎を

育成するというふうに、大きな目標が出ております。各者とも大

変その部分、工夫があるところだと思うのですが、４年生の学習

の仕方が、歴史先習から政治先習に変わったということからもわ

かるように、主権者教育ということが小学生でもとても重要にな

ってきているのかなと感じております。 

          主権者教育という点から見て、各者特徴的なことがあれば教え

ていただきたいということが１点。 

          それに関連してなのですが、住民自治ということで、身近なと

ころに子どもたちが感じられる地域のことに関しての住民自治

に触れている教科書があれば、特徴的なことを教えてください。 

   鈴木(恵)指導主事 まず、主権者教育については、三者とも国民の声を政治に生

かすという視点で記載をされています。東京書籍と教育出版につ

いては、憲法と国民主権と選挙とを三つ関連付けて、１６ページ、

１７ページのところで記載をしております。日本文教出版につい



 

ては、憲法と国民主権の関係について、１９ページのところで記

載をしております。 

          次に、住民自治ですが、大切に扱うということで、３年生の内

容から、例えば消防、警察のあたりから住民自治、住民がどのよ

うに関わっていくかという視点で、三者とも記載されています。

４年生の防災やごみ、環境、このようなところで同じように取り

上げられておりますが、教育出版については記載事例が他より少

ないかなというふうに思います。そして、東京書籍については、

多面的な捉えを導く問い、誰がどのような取組みをというような

視点が多いという報告が上がっております。 

   磯野教育長 私も今回注目してみたのは、やはり主権者教育と身近な選挙

も含めて、政治に関する点については、いずれもきちんと書かれ

ていると思いました。 

          もう１点は、やはり今回これが出てきた、電子教科書の前ぶれ

でもありますけれども、ＱＲコードの扱いが今後どうやっていく

のかと思い、全教科、これから発表していきますが、この扱いを

どうするかということが、これから各教科に求められてくるし、

指導計画を作る際にどうするのかなということが、やはり今後、

教科指導する上では、大きな視点だと思いました。 

          あと、社会に関しては、地域性についての適用は、皆さん取り

上げているので、その重要度はそれほど考慮しなくてもよいかと

いう思いがしました。 

          そういったところから考えていくと、文章表現や多様な表現活

動を通して、思考力を育んでいく記述が多い東京書籍と、教科の

目標を巻頭に示して、課題から解決に向けた内容が適切にわかる

教育出版です。これは、他の教科でも見られるのですが、この２

者のどちらかにということで私は今決めております。 

   中 野 委 員 私も総合的に東京書籍がいいかなと思いますけれども、また、

私の一つの意見として、出版社の方にお願いしておきたいことは、

中国での南京での事件は、日本全体でコンセンサスが得られた問

題ではないので、そこを考慮して書いていただくといいかなと思

います。 

   小 西 委 員 私も最終的には、総合的に見て東京書籍がよいかと思ってお

ります。形式面なのですけれども、最近、地図や資料の読み取り

が苦手な子が多い中で、東京書籍は非常に図や写真が豊富で、資

料や地図の配置がとても工夫されているなと感じました。 



 

          あと、内容面についてですけれども、私は主権者教育に注目し

て読んだのですけれども、どの者も、憲法や政治、選挙について

の情報、知識については十分に触れられており、一緒だと思いま

す。しかし、さらに突っ込んで、主権者教育の目的、つまり、対

立し合うようなさまざまな意見を聞きながら、自分の意見をしっ

かり持って、より良い解決を目指していくという視点をしっかり

子ども達に学ばせようという点がより強く表れているのが東京

書籍であると感じました。 

          あと、歴史についても、東京書籍のほうは四コマ漫画で歴史上

の人物の気持ちを考えさせたりであるとか、信長と秀吉のどちら

が天下統一に寄与したかであるとか、おもしろい視点の題材があ

りまして、子どもたちの思考力がつくだろうなと感じました。 

   千 葉 委 員 東京書籍に千葉の情報が出ていますけれども、これがもし県

や東京都など、違うところであったら、変わっているのでしょう

か。 

   鶴岡教育指導課長 これは全国統一の教科用図書です。 

   和 田 委 員 私も東京書籍というふうに思っております。やはり、写真や

グラフが豊富であること、それから非常に鮮明であること、技術

もそうなのですけれども。写真が本当に鮮明で、子どもたちに事

実を伝えるということが主要な教科だと思いますので、すばらし

いと思います。 

          それから、問題提起をして、状況把握をして、それに対して疑

問を持って調べ学習をしていこうという、その流れがうまくでき

ていると、全体を通して感じました。 

          あともう１点は、６年生が分冊になっていて、政治・国際編と

歴史編というように、わかりやすく分野別にしているというのも、

新しく子どもたちに対しての主権者教育ということの重要性を

感じさせるということにも寄与するのではないかと感じており

ます。 

         あともう１点、地図帳を今回から３年生が使うようになってい

るかと思うのですが、３年生の段階から、地図を見ると何々とか、

地図帳で調べると何々といったような記述が多いので、あわせて

地図帳を使うような扱い方に、授業の中で自然と入っていけるの

ではないかと思いまして、トータルで見て東京書籍がよいのでな

いかと感じています。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 



 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「社会」教科用図書の決定

をいたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「社会」の発

行者は３者、「東京書籍」「教育出版」及び「日本文教出版」で

す。この３者から投票により決定いたします。事務局より、投票

用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 ただいまの投票結果について報告いたします。 

東京書籍、５票。東京書籍が過半数を得ましたので、これを

採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょう

か。 

（「異議なし」という声あり） 

磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「社会」の教科用図書は、「東京書籍」と決定しまし

た。    

《地図》 

   磯野教育長 小学校用「地図」に係る調査結果について、教育指導課長の

説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「地図」について報告します。 

          １４ページをご覧ください。 

          学習指導要領における目標は、社会科に準じておりますが、各

学年の地図にかかわる目標を明記しました。 

          本市の児童の学力については、社会科でも傾向は示しましたが、

資料、地図等から事実を正しく読み取り、それを関連付けて考え、

多面的な見方で社会事象を捉えられる力を身につけることが課

題となっております。 

          従って、「読み取りがしやすく、かつ豊富な資料」といった特

色を有する教科用図書、いわゆる地図を選定する必要があるもの

と考えております。 

          次に､教科用図書を選定するための観点についてですが、１５

ページに掲載いたしましたので、ご覧ください。 

          「千葉市の児童が必要とする教科用図書」の「千葉市の児童の

学力と今後の課題」の中で、「世界の大陸と主な海洋」「日本の国

土」等基礎的・基本的内容の理解に課題があること等を受け、「市



 

の学校教育指導の指針に適合し、『確かな学力』を育てる基礎的・

基本的内容が配慮されているか。」という観点を設定いたしまし

た。 

          次に、調査研究報告書について具体的に説明いたします。 

          １６ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」の（１）では、イラストや写真を多く使用するとともに、

児童の作業を促すキャラクターの吹き出しの台詞があったり、漫

画を使用した索引の引き方の説明や、索引の地名等のひとつひと

つにチェック欄を設けたりするなど、主体的・対話的で深い学び

の実現に向け、よく工夫されています。 

          内容の（３）については、７９から８０ページにかけて、日本

の世界文化遺産、自然遺産が写真付きで掲載され、日本各地の名

産品や郷土の偉人が取り上げられているなど、日本の伝統や文化

への理解を深めていくことができるよう、よく工夫されています。 

          （４）では、７から１４ページを「地図学習」のページとし、

地図帳を初めて手にする３年児童のことを考慮し、地図の仕組み

や約束事、また、地図帳の使い方等、丁寧に記載しており、よく

配慮されています。 

          続きまして、「帝国書院」についてですが、「新しい学習指導要

領への対応」の（１）では、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて、児童が進んで探求学習を行うことができるよう、「地

図マスターへの道」というコーナーがあります。児童が進んで探

求学習を行う中で、地図活用の技能を身につけ、位置や空間的広

がりについて気付くことで、社会的な見方・考え方を育てる工夫

がされています。 

          また、（３）では、新たに第４学年で位置づけられた「自然災

害から人々を守る活動」について、「過去の災害事例」、これは９

１ページ、９２ページになります。そして、「災害を防ぐ工夫」、

これは９３ページ、９４ページになります。これは、学習指導要

領の求める内容に合致しているとともに、千葉市の立地からも防

災への言及は適切なものと考えます。 

          「内容」の（１）については、２９ページの「日本の領土とそ

のまわり」で、我が国の領土の範囲、我が国の東西南北端の写真

と解説、日本固有の領土についても写真と適切な記述がされてい

て、よく配慮されています。 



 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、両者ともＡ４判

でございます。 

          以上で小学校地図の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 両者ともにいいところ、もう少しこうだったらいいなと思う

ところが少しずつあるのですが、歴史について割いているページ

が、東京書籍のほうが歴史に関しては年表も含めて、詳細な記述

があるようです。歴史の授業の中で地図帳を使う場面というのは

どのようなときなのかということと、それについて、帝国書院が

東京書籍ほど記述が多くないということについて何かございま

すか。その点を教えていただけますでしょうか。 

   鈴木(恵)指導主事 歴史の学習の中で地図をどのように活用するかということで

すが、その事象が起こったことがどこであったかというのを、地

図帳を調べながら行っていくことは肝要だと思います。ただ、主

なものは、社会の教科書の中に地図を載せておりますので、今回、

東京書籍にはそのページが多く掲載されておりますが、多くのも

のが教科書の中で扱われておりますので、帝国書院のほうに何か

問題がということだと思いますが、地図が載っていなくても教科

書で補うことができるので、大丈夫であると思います。 

   中 野 委 員 この地図を小学校３年生から使うということを考えますと、

帝国書院のほうが、絵や説明なども読みやすいですし、最初の解

説も、初めて地図を見る子どもにとっては、地図って何だろうと

いうところでいろいろ解説していますのでわかりやすいと私は

思いました。 

   千 葉 委 員 僕も中野委員と一緒なのですが、あえて教科書の地図の中に

白いところがあり、白いところは何にも載ってないと書いてある

ところがクローズアップされ、ぎゅっと１ページの中に押し込む

のではなく、読みやすいなと思いました。 

   和 田 委 員 ページ数なのですが、帝国書院と東京書籍と比べて、大分ペ

ージ数に差があります。それと、その割に帝国書院のほうは、重

さが軽くて、その点でもとても扱いやすいなというふうに感じま

した。 

          あと、帝国書院のほうが、開いた時のページの奥の部分まで、

非常に文字がはっきり見えて、すごく装丁がよくできているなと

思いました。 

          そして、情報量が多いのに、これだけ見やすくできているとい



 

う部分で、私は帝国書院がよいのではないかなと思います。 

   磯野教育長 私は当初から申し上げましたように、ＱＲコードに着目しま

して、ＱＲコードのクイズをやってみたのですけれども、非常に

おもしろいと思いました。これはどのように使っていくかで、有

効活用ができるかなと思いました。 

          それから、歴史に関しては、先ほど見解はわかったのですが、

やはり昔と違って、資料集として使うケースが非常にあるような

ので、その使い方であるとか約束など、そのような言葉などもよ

く整理されています。色彩に関していろいろ見やすい、見にくい

はあると思うのですけれども、私としても帝国書院が使いやすい

かなという感じがしましたので、意見を述べさせていただきます。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「地図」教科用図書の決定

をいたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「地図」の発

行者は２者、「東京書籍」及び「帝国書院」です。この２者から

投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を配付してく

ださい。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          帝国書院、５票。帝国書院が過半数を得ましたので、これを採

択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「地図」の教科用図書は、「帝国書院」と決定しま

した。 

《算数》 

   磯野教育長 小学校用「算数」に係る調査結果について、教育指導課長の

説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「算数」について報告します。 

          １７ページをご覧ください。 

          学習指導要領における算数科の目標は、数学的な見方・考え方

を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す、とあります。 



 

          本市の児童の学力につきましては、基礎的な計算や作図、基本

図形の求積等は良好ですが、主体的に学習課題に取り組み、自分

の考えを論理的に説明し合い、ねらいに迫る話し合いをすること

や、既習事項を活用して問題解決に粘り強く取り組むことは苦手

であるといった傾向があります。 

          従って、一人一人が自らの問いをもち、解決への意欲をもって

学習課題に取り組み、成果を実感できるようにすることが必要で

あります。そのためには、「見通し」「振り返り」の過程を重視す

ることが重要です。また、ねらいを明確にし、基礎的・基本的な

知識・技能の確実な習得を図るとともに、主体的な学び合いを通

して、思考力・判断力・表現力を育む授業実践に努めること、が

課題となっています。 

          従って、学びのプロセスや学び方が明示され、主体的に問題解

決に取り組むよう工夫されていたり、数学的な見方・考え方を働

かせながら対話的な学びを行うことのできるように工夫されて

いたりする、そんな特色を有する教科用図書を選定する必要があ

るものと考えております。 

          続きまして、教科の観点について説明いたします。 

          １８ページをご覧ください。 

          「内容」（４）の項目についてですが、本市の児童は、学力状

況調査の結果から、学力の二極化が進んでおり、算数が好きと答

える児童が低下しているということが課題となっております。そ

のため、個々の習熟度に応じた学習が適宜行われ、算数の楽しさ

やよさを味わうことができるような、学習が必要であると考えま

す。 

          そこで、「補充的・発展的な学習」という視点を設定し、個々

の理解に応じ、きめ細かな指導ができるよう配慮されているかと

いうことを視点といたしました。 

          次に、調査研究報告書につきまして、調査結果を具体的にご説

明いたします。 

          まず、「東京書籍」についてですが、新しい学習指導要領への

対応の（１）では、６年の６３ページから６７ページなどの「今

日の深い学び」に見られるように、授業での数学的活動の場面を

可視化し、主体的・対話的で深い学びの具体的な姿について理解

できるよう、工夫されています。 

          また、４年下の１５４ページ、「ふりかえりコーナー」では、



 

数学的な見方・考え方に焦点を当て、単元全体の学習を振り返る

ことができるようになっています。 

          また、「内容」（２）では、５年上の３９ページ、「おぼえてい

るかな」でこれまでの学習内容を適宜復習しながら、次の学習の

レディネス問題も入れており、よく工夫がされています。 

          続きまして、「大日本図書」について、新しい学習指導要領へ

の対応（３）では、３年の２６２ページ、「ひらめきアイテム」

にあるように、８０ページからリンクさせる形で、巻末シートに

「獲得した考え方」をメモさせ、学習に活用できるよう、よく工

夫されています。 

          また、３年の１６０ページなどで見られるように、たしかめ問

題の中に、「しっかりチェック」「水色の印のある問題」など、個々

の習熟度に合わせた指導ができるよう工夫されています。          

          「学校図書」についてですが、「内容」（１）では、３年上の 

６２、６３ページのように、問題発見から見通しをもつ場面を、

イラストや吹き出しで表したり、その後の問題解決に関して「か

いけつしたいな」「考えたいな」「せつめいしたいな」などの学び

のガイドを示したりし、深い学びにつなげる工夫がよくされてい

ます。 

          続きまして、「教育出版」ですが、 

         「新しい学習指導要領への対応」（１）では、６年の２３ページ

から２５ページのように、問題発見から解決の過程を「はてな？」

→「なるほど！」で表し、問いの連続で学習を進めることができ

るよう工夫されています。 

          また、「内容」（３）については、学習したことを日常に生か

す場面を設定したり、総合的に活用する問題に取り組んだりする

ことで、読解力や表現力、問題解決能力を高めたり、活用力を育

成したりしている点が優れています。          

          次に「啓林館」についてですが、「新しい学習指導要領への対

応」（１）では、２年上の１０２、１０３ページにあるように、

単元のはじめに「じゅんび」のページを設定し、既習事項や日常

の問題から課題意識や見通しをもち、主体的に学習ができるよう

工夫されています。 

          また、「内容」の（２）では、３年下の１４、１５ページ、４

年上の１２２ページなどのように、問題文から「ａのｂ倍がｃ」

という文脈を読み取るための図として、３年生以上に関係図を一



 

貫して扱っており、その一貫性は数量関係を理解する上で適切で

あります。 

          最後に、日本文教出版ですが、「新しい学習指導要領への対応」

（１）として、５年上の巻末にあるように、「学び方ガイド」と

いう切り取り式のシートがついています。それには、問題解決４

つのステップや算数で使いたいことば・考え方が示されており、

主体的・対話的で深い学びと数学的な表現力を育てる工夫がよく

されています。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍の２年

生以上と大日本図書、教育出版、啓林館、日本文教がＢ５判サイ

ズになっています。東京書籍は、１年生のみＡ４判になっていま

す。学校図書はＡＢ判になります。 

          また、分冊、合本に関しましては、東京書籍と日本文教が６年

のみ合本となっております。大日本図書は全ての学年合本、学校

図書は全ての学年分冊、教育出版と啓林館は２年、３年、４年が

分冊となっています。 

          以上で算数科の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   小 西 委 員 算数は割と得意な子と苦手な子が、はっきり分かれてしまう

教科かと思うのですけれども、もちろん個人差はあると思うので

すが、苦手意識を持つ子というのは、大体どのあたりの分野で苦

手意識を持つ子が多いのかという点と、その分野に対して、でき

るだけつまずかないような工夫について、各者特徴があれば教え

ていただけますでしょうか。 

   林指導主事 つまずきやすい単元については、小学校４年の「簡単な場合

についての割合」についてが挙げられると思います。簡単な倍の

割合については、各者とも対応しています。学校図書は、倍計算

として直接単元を設けています。啓林館と東京書籍は、割合の３

用法を１つの単元にまとめてあり、理解しやすくなっています。

啓林館は、３年生から、何倍かを求める関係図を用いていて、関

係の書き方を丁寧に扱っており、数量の倍関係を正しく把握する

ための工夫がよくなされています。 

   和 田 委 員 算数という教科は、なかなか生活に密接につながりにくいと

いう部分があると思うのですが、生活に活かすなど、身近に感じ

られるという点で、各者優れている点があれば教えていただけま

すでしょうか。 



 

   林指導主事 各者とも日常の事象から問題を見いだしたり、日常生活に活

かしたりと、身近に感じられる工夫がされています。また、カリ

キュラムマネジメントの観点からも、各者とも他教科との関連を

図っております。 

          啓林館では、キャリア教育の一環として、算数が様々な職業に

つながっていることを紹介しており、社会での活用を実感できる

よう配慮されています。 

学校図書、東京書籍、教育出版の６年生の統計学習では、身

の回りの事象について問題意識をもてるよう工夫されており、目

的に応じてデータを収集し考察するような流れとなっています。

従って、各者とも統計学習について身近に感じられる工夫がよく

されていると考えられます。 

   和 田 委 員 先ほどのご説明の中で、何度も振り返って学習することが大

切というような話がありました。算数という教科は、全くそれぞ

れの単元が違うということではなく、密接に絡み合いながら授業

を進めていくということなのではないかと思います。なので、ど

こか１つの単元の定着が遅れても、次になかなか進みづらいので

はないかと思いますが、その辺で、単元ごとに振り返るのではな

くて、単元をいくつか終わった後に小まめに振り返りの部分を設

けている者があるかと思うのですが、その工夫について優れてい

る点などありましたら、例えば東京書籍の「おぼえているかな？」

のように、何単元かまとめて振り返るような部分について優れて

いる者があれば教えてください。 

   林指導主事 各者とも練習問題や復習問題が充実していて、基礎・基本の

定着をしっかりと継続して図ることができています。また、答え

や解決方法を巻末に載せてあり、それを照らし合わせながら確か

めることができるので、児童が自主的に復習をすることができま

す。 

          東京書籍では、「おぼえているかな？」や、途中の問題などで

答えを確認しながら自己評価ができ、児童の習熟度に応じて取り

組むことができます。大日本図書の「たしかめ問題」では、毎時

間の適用問題とともに、単元ごとの補助、発展問題が入っており、

しっかりチェックなど個々の習熟に応じた学習の対応になって

います。啓林館では、練習問題のページに「もっと練習」、そし

て問題のページと答えのページの解決方法を対応させながら確

かめられるよう、よく工夫がなされています。 



 

   中 野 委 員 どの教科書もいろいろと工夫をしてよく作られておりますけ

れども、先ほど小西委員の質問に対して、「割合」のところがつ

まずきやすいということでしたので、その点から見ますと、私は

啓林館の「割合」の図を書いた説明が非常にわかりやすいと思い

ます。 

          それぞれ各者とも工夫はされていると思いますけれども、比較

的、こういう図を見ながらですとしっかりと理解できるのではな

いかと思いましたので、私は啓林館のその教科書を推薦したいと

思います。 

   磯野教育長 私は、学習を振り返り、問題解決しようという態度というこ

とでいろいろ提案がありましたけれども、やはり生活に活かすと

いうのはかなり難しいところがあると思います。そして、今回、

うちのほうの学力が二極化しているということがあって、まさに

４年生からということは、これは昔からずっと言われています。

そこにどうアプローチしていくかということが大事だと思うの

ですが、そのような観点では、学習のめあてが示されていること

と振り返りができること、生活に活かすことができているという

観点からいえば、私は学校図書がいいと思いました。ただ、この

中で、大変申し訳ないのですが、イラストなど色彩がもう少し鮮

明だとわかりやすいかというのと、大きさがこれでいいのかとい

うのが、正直なところ私の感想でございます。 

          同じように、学びを深めようであるとか、学びを活かそうとい

うことで、必要な内容が取り扱われているということに関しては、

皆さんから言っていただいているように、啓林館の方がその点で

は優れていると思いますので、私はこの２者がいいかと思ってい

るところでございます。 

   千 葉 委 員 私も中野委員がおっしゃっていたように、今、見比べてみる

と、ほかの教科書は５年生からなのですけれども、ひっかかりや

すいという割合が、啓林館さんだと４年生からやんわりと入って

いるから、やはり少しずつでも若い年齢から入って、長い時間か

けてということが大切なのかなと思いました。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「算数」教科用図書を決定

いたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「算数」の発



 

行者は６者、「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出

版」「新興出版社啓林館」及び「日本文教出版」です。この６者

から投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を配付し

てください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。投票が

あった発行者のみの報告いたします。 

          新興出版社啓林館、５票。新興出版社啓林館が過半数を得まし

たので、これを採択することと決定いたしたいと考えますが、い

かがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「算数」の教科用図書は、「新興出版社啓林館」と

決定しました。 

《理科》 

   磯野教育長 次に、小学校用教科用図書「理科」に係る調査結果について、

教育指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「理科」について報告します。 

          ２２ページをご覧ください。 

          最初に、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」について

説明します。 

          学習指導要領における理科の目標は、「自然に親しみ、理科の

見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことな

どを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決す

るために必要な資質・能力を育成することを目指す」とあります。 

          本市の児童の学力についてです。平成２９年度千葉市学力状況

調査報告書によれば、３学年で物の重さの性質についての思考・

表現が十分でなかったり、５学年で発芽の条件やメダカの成長に

関する知識・理解が十分でなかったりするなど、目的意識をもた

せた観察・実験、根拠をもとにした思考力・表現力の育成が課題

となっております。 

次に、教科用図書を選定するための観点について説明します。

２３ページになります。 

          本市の学校教育の課題「２１世紀を拓く」の理科の課題として

示されております、「児童が目的意識をもって観察、実験に取り



 

組める主体的な学びを推進するとともに、自らの考えを広げ深め

る対話的な学びを通して、問題を科学的に解決する授業の工夫改

善に努める」ことと、「理科を学ぶことの意義や有用感を実感で

きるように、学んだことと自然事象や日常生活との関連を図った

り、『振り返り』の工夫に努めたりする」ことを視点とし、問題

解決の過程を重視した展開になっているか、学年で育てたい能力

を明確にしているか等を選定の基準といたしました。           

          調査研究報告書について、具体的に説明いたします。 

          ２４ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領へ

の対応」（２）では、６年の６９ページ、「つなげて考えよう」で

キウイフルーツの受粉作業を掲載して社会科との関連を、「理科

のひろば」ではキャリア教育を意識した構成となっている点がよ

く工夫されています。 

          「内容」（４）では、基礎的・基本的な問題から発展的な問題

まで、幅広く対応しています。「学んだことを使おう」のページ

では他教科や日常生活との関連を、「考えよう」のページでは「活

用」の力を育成することができる構成となっております。 

          続きまして、「大日本図書」、３年をご準備ください。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、３年の７２ペー

ジ、「音の伝わり方」のグループでの話し合い活動のイラストの

吹き出しが児童の思考を促すヒントとなっており、対話を通して

学びが深まるように、特に工夫されています。 

          また、「内容」（１）では、各学年の３ページから５ページ「教

科書の使い方」で、「見つけよう」「調べよう」「伝えよう」の３

つに色分けして表示されており、思考力や判断力、表現力等の育

成において特に優れています。 

          「内容」（４）では、５年の１５６、１５７ページ、「学んだこ

とを生かそう」に電磁石の働きを用いた工場のクレーンが掲載さ

れるなど、学んできた知識と身近な生活とのかかわりが適切に取

り上げられています。 

          続きまして、「学校図書」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、６年の１６４ペ

ージ、「塩酸にとけた金属」でのキャラクター同士の対話などに

より、自分とは違う視点で考えたり表現したりする場を多く設け、

考えが深まるようによく工夫されています。 



 

          （２）では、３年の１６５ページ、「牧野富太郎の功績」や各

学年表紙や裏表紙に科学者の写真やメッセージを掲載するなど、

歴史上の人物と科学のつながりが感じられるよう、よく工夫され

ています。 

          続きまして、「教育出版」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、３年５８ページ

や６２ページ、「風やゴムの力」で実験結果をドット表にまとめ

たものを用いて、話し合っている様子が詳しく示されています。 

          「内容」（４）では、各学年の「たしかめ」の最終問題に身近

な現象に当てはめて考える発展的な内容が取り上げられたり、６

年の１４８ページ、「地震や火山と災害」などの防災教育を取り

上げたり、よく工夫されています。 

          続きまして、「信州教育出版」です。 

          「内容」（２）では、３年の１０９ページ、「やってみよう」「し

りょう」に見られるように、発展的な実験や産業への応用などに

ついて掲載するなど、学習活動の質が高まるようによく工夫され

ています。 

          最後に、「啓林館」です。 

          「内容」（２）では、４年の１６８ページ、「消えた水のゆくえ」、

６年は１０５ページ、「水よう液と金属」のように、実験の予想

と計画の場面で、問いかけや子どもたちの会話の例が随所に示さ

れており、理科の見方・考え方が学びやすいように工夫されてい

ます。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍がＡ４

判、教育出版がＡ４の変型判、その他の４者はＡＢ判になります。 

          なお、いずれも分冊はございません。 

          以上で理科の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 私たちがいろいろな小学校を訪問させていただく際に、一番

多く拝見するのが水溶液の部分の授業です。液体に溶けているも

のが現実にちゃんと溶けているということを理解するというの

はなかなか難しいことなのではないかなというふうに思います。

水溶液の部分を例にとって、各者、何か特徴的なことがあれば教

えていただけますでしょうか、理解しやすさという点でお願いし

ます。 

   鈴木(巧)主任指導主事 ６年生の「水溶液の性質」のところで説明をさせていただき



 

ます。 

          金属を溶かす水溶液のことというのは、児童にとっては余りな

じみがなく、非常に難しい内容となっています。この部分で、教

育出版や東京書籍、大日本図書の各者は、生活にできるだけ児童

が身近に感じられるような工夫をしております。例えば、大日本

図書では、「金属の弁当箱」などに書いてある注意書などに触れ、

「金属が酸に触れて溶けることがあるというようなことで注意

してください」というのが書いてあり、そのようなものを活用す

ることによって、よりこの難しい問題を児童が身近に感じられる

ような工夫をしているところが特徴的です。 

   和 田 委 員 もう１点ですが、ほかの教科でももちろん必要な単元かと思

うのですが、プログラミング教育について、各者触れていますけ

れども、身近に感じられ、理解しやすいという点ではいかがでし

ょうか。 

   鈴木(巧)主任指導主事 プログラミング教育については、どの教科についても、６年

生の電気の働き、電気の発電・蓄電のところで掲載されています。

どの教科書でも新しい内容ですが、内容的に大きな違いはなく、

どの教科書会社についてもわかりやすい内容となっています。 

   磯野教育長 私のほうから意見を言わせていただきます。 

          若い教員が増えたことで、観察や実験等に課題が見られること

から、やはり教員の指導しやすい教科書がいいかなと思います。 

          先ほども説明がありましたけれども、やはり啓林館等は詳しく

記載されている状況もあります。 

         ２点目がＱＲコードですが、このＱＲコードは理科に関しては

欲張り過ぎて、いろいろなところにつながってしまうという、私

にとってはがっかりした分も少しあったのですが、あまり欲張ら

なくてもいいのではないかという点については、今後、各者で考

えていただければと思います。 

          そして、補充・発展的な学習が工夫されているのはどこもやっ

ているのですが、どのようにそれを扱っていくかということは非

常に難しいと思うので、そこのところをどうするかということは、

本日、何度か言っているように、今後、指導計画を作るときには

反映させていただきたいと思います。 

          相対的に見て、やはり教科の目標や観察・実験の基本的技能、

観察・実験を通した問題解決能力、主体的な問題解決が図られて

いる大日本図書については、やはりきちんと記載されているとい



 

う感じを持ちました。 

   中 野 委 員 どの教科書もいろいろとよく書かれていると思うのですけれ

ども、細かい点は違いがわからないことも多いので、私としては

自分の専門のところから見まして、前回も同様なことを申し上げ

ましたが、人の生命の誕生という項目に対しましては、東京書籍

の内容が、特に胎児の写真が、大判ということもありますけれど

も非常にきれいで、それから全体の流れも非常にわかりやすくて、

初めてこういうことを勉強するわけですので、全体的に、ほかの

項目も含めまして、私は東京書籍を推薦したいと思います。 

   小 西 委 員 どこの者も非常に内容がよくできていて、非常に悩ましかっ

たのですけれども、最終的に、私は大日本図書と東京書籍で悩み

まして、東京書籍の「レッツ スタート！」という、最初の導入

部分、疑問や興味を持たせる部分が非常によくできているなと思

いました。大日本図書も、観察して疑問を持って予想を立てて実

験、考察というのが、子どもたちにとてもよくわかりやすい形で

書かれているなということで、２者で非常に迷っているのですけ

れども、この２者でこういう点が非常に優れている、こちらはこ

ういうのが優れているというところを教えていただきたいので

すが。 

   鈴木(巧)主任指導主事 東京書籍は、紙面の大きさに余裕がありますので、写真やイ

ラスト、説明を効果的に掲載できているというところで、また、

キャリア教育を強く意識した教科書づくりがなされているとこ

ろが全体的にあります。 

          大日本図書については、先ほども申し上げましたが、最初の３

ページから５ページあたりの理科の学び方のところで、「見つけ

よう」「調べよう」「伝えよう」の、この３つに色分けし、千葉市

が大事にしている問題解決の力が自然と身につくような構成に

なっています。 

          さらに、考察する力がつくように工夫がなされており、結果を

言葉で表現した時の例が大日本図書には掲載されており、これら

のところが優れている点かと感じています。 

   和 田 委 員 私も皆様と同じで、大日本図書と東京書籍、２者がいいので

はないかなと考えているのですが、比較してみて、紙面をぱっと

見たときに、やはり問題提起して、気づいたことを話し合ったり、

問題を提起して、予想を立てて、計画を立てて、実験・観察をし

て結果、考察、結論と、段階を追っていくんだと思うのですが、



 

それが非常に紙面の中でわかりやすく、いつも同じような形式で

書かれているので学びやすいのではないかなという点で、大日本

図書かなというふうに思っております。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「理科」の教科用図書を決

定します。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「理科」の発

行者は６者、「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出

版」「信州教育出版社」及び「新興出版社啓林館」です。この６

者から投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を配付

してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告します。          

東京書籍、１票、大日本図書、４票。大日本図書が過半数を

得ましたので、これを採択することと決定したいと考えます

が、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「理科」の教科用図書は、「大日本図書」と決定しま

した。 

《生活》 

   磯野教育長 小学校用教科用図書「生活」に係る調査結果について、教育

指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「生活」について報告します。 

          最初に、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」について

説明いたします。 

          学習指導要領における生活科の目標は「具体的な活動や体験を

通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生活

を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成すること」

とされています。 

          本市の児童の育成を目指す資質・能力を育成するためには、自

分の思いや願いをもち、具体的な活動や体験と、感じたり考えた

りしたことの表現を繰り返し行うことで、気づきの質を高めてい

くことが大切です。本市の生活科においては、幼児教育で培った



 

経験を小学校教育の学びに円滑につなげ、気づきの質を高めるこ

とが課題となっております。 

          従って、幼児教育との接続を意識したスタートカリキュラムの

工夫がなされ、主体的な学びへつながる導入と表現活動が工夫さ

れている教科用図書を選定する必要があるものと考えておりま

す。 

          教科用図書を選定するための観点について説明します。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、児童の思いや願

いを実現する体験活動を充実させるとともに、その体験活動と表

現活動とが相互に繰り返され、新たな気づきを生み出すように工

夫されているか、という視点を作成しました。 

          「内容」（１）では、幼児教育との接続が工夫されているか、

伝え合い表現をする場面が設けられているか、という２つの視点

を作成しました。 

          では、調査研究報告書について具体的に説明します。 

          ２９ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「内容」（１）では、上の

１ページからの“がっこうせいかつすたあと”をご覧ください。

ここでは、保護者と児童が一緒に教科書を見て、期待をもって小

学校生活を送ることができるように工夫されています。 

          また、（４）では、上下とも巻末にある図鑑や手帳が、個々の

児童の興味・関心や理解に対応できるように工夫されています。 

          「大日本図書」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）で、

下の２８、２９ページ、ここでは、自分も一緒に虫眼鏡でダンゴ

ムシを見ているような構図になっています。単元の導入ページで

児童が感動や興味・関心を持ち、学習を進めることができるよう

な工夫がされています。 

          また、造本で、触れて楽しい表紙、真ん中に穴が開いているよ

うに見えるデザインとなっています。この穴が秘密の穴となり、

上下巻を通して、新しい単元に入る時に秘密の穴をのぞき、探求

していくような構成になっております。 

          次に、「学校図書」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」（１）では、上の１６ページから２１ページ、「わたしのあ

さがお」に見られるように、自己決定ができるような工夫があり

ます。 

          また、「内容」（４）では、図鑑に名前や鳴き声、目にすること



 

の多い抜け殻などが載り、発展的な学習ができるように配慮され

ています。 

          「教育出版」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）につ

いて、下の６９ページ、「何をかんじたかな」では、「書き込み欄」

で学びの軌跡を残し、「まんぞくハシゴ」で振り返りをすること

ができます。 

          また、「内容」（１）では、「「せいかつかがはじまるよ」に見ら

れるように、入学時の合科的・関連的な指導や時間割を例示し、

幼児期に習得・体験したことを生かして学校生活を始められるよ

うに配慮されています。 

          「信州教育出版」です。「新しい学習指導要領への対応」（２）

では、上の１１２ページ、「はるのななくさ」に見られるように、

体験にかかわる歌や文章が活用されており、他教科と関連付けた

学習の中で言語能力も高められるよう工夫されています。 

          「光村図書」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）では、

上の２８ページから４５ページ、「さかせたいなわたしのはな」

に見られるよう、各単元の左上に３段階構成を提示し、児童が見

通しをもって表現活動を繰り返しながら、深い学びに結びつくよ

う工夫されています。 

          「内容」（２）では、上の７７ページなどの「どうすれば」に

活動のヒントが示されています。 

          「啓林館」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）では、

上の１２、１３ページの「こうていをたんけんしよう」に見られ

るように、小単元名、活動へ誘う言葉、活動の気づきの言葉、そ

してめくり言葉が見開きで構成され、児童の考えに沿って学習が

進められるように工夫されています。 

          （３）では、「見つけたあきをじっくり見よう」で見られるよ

うに、美しい色の葉の写真や本当の大きさを示し、興味・関心を

持って学べるようになっています。 

          「日本文教出版」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）

では、上の２２から２７ページの「がっこうをたんけんしよう」

に見られるように、活動の様子がわかる写真を効果的に配置し、

見通しをもてるように工夫されています。 

         「内容」（１）では、下の４から９ページ、「２年生がはじまる

よ」などにあるように、他学年や他教科へのつながりを重視し、

円滑な接続がなされるように工夫がされています。 



 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍がＡ４

判、学校図書がＡ４の変型判、その他の６者はＡＢ判になってい

ます。 

          なお、各者、上下の２冊となっております。 

          以上で生活科の報告とします。 

   磯野教育長 では、質疑に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 ご説明にもありましたように、豊かな体験活動、それから表

現活動、これができることが大事な教科で、特に低学年の教科で

すから、わくわくして子どもが取り組めることが大切だと思いま

すが、そのわくわく感ということに関して、教える側の立場、学

ぶ側の立場、両方あると思いますが、特徴的なことを教えていた

だければと思います。 

   佐藤指導主事 東京書籍ですが、多様な表現活動ということで、たくさんの

職業事例が載せられております。ページでいきますと、上の２１

ページの、子どもたちが発表している場面ですけれども、   

ここにあるような掲示物やカードを使いながら発表している事

例があります。 

          また、大日本図書の下の１０ページ、大きな写真が見開きであ

りますが、普段見慣れているたんぽぽの綿毛の写真です。ここ見

開きに大きな写真があることで、今まで気がつかなかった部分に

目が向き、このようになっているのだという新たな子どもたちの

気づきを引き出す、もっと調べたいなという気持ちの掘り起こし

を、させる導入として効果的ではないかと思います。 

          また、学校図書、上の２１ページ、種を蒔く部分ですけれども、

普通ですと、先生が用意した植木鉢に種を蒔きましょうとなるの

ですが、吹き出しにもある、暖かいところがいいね、どこに置い

たらいいかなということで、子どもたちが自分で決めるというよ

うなところが具体的に書かれています。 

和 田 委 員 私も今ご紹介いただいた中で、大日本図書の写真の子どもた

ちの表情がとてもすばらしくて、わくわく感が伝わってくるな

ということを感じました。それから、季節感はどの発行者もと

てもよくあらわされていると思うのですが、特に大日本図書、

東京書籍の２者は、季節感、それから教えていただいたような    

体験活動、表現活動についてわかりやすいと感じました。また、

東京書籍の終わりのほうにポケット図鑑や便利手帳などあるの

ですが、これも学習しやすいのではないかと思います。 



 

   小 西 委 員 １、２年生の子にとっては、わくわくしたりであるとか、僕

も私もやってみたいと思えるような教科書がいいなと思ってお

ります。そのような意味で、大日本図書がよくできているなと

思いました。表紙のエンボス加工から始まって、植物や動物を

大人が見てもおもしろいなと思うような興味深い角度や距離か

ら撮られていたりであるとか、あとは、下巻の方ですが、夜の

生活を懐中電灯で照らすページがあり、こういった子どもが大

好きな仕掛けがあり、大日本図書が一歩リードかと私は思いま

した。 

   中 野 委 員 私も同じような意見ですが、大日本図書が写真が非常にきれ

いで、先ほど和田委員からもありましたが、非常に表情がいい写

真が多いということで、私も大日本図書がいいかなと思います。 

   磯野教育長 私も意見を述べさせていただきます。 

          私は今回、オリンピック・パラリンピックの関係で、子どもた

ちの表情の中に、共生社会を意識した、外国人と写り込んでいる

姿が教科書に入ってきたということは、まさに変わってきたのだ

なというふうに思います。日本文教出版、あと教育出版に多く取

り上げられて、非常にいい試みだなという感じがしました。いろ

いろな友だちと生活していくということも一方では必要なので

はないかという思いをしました。 

          そのような中で、やはり先ほどから出ておりますように、学校

のスタートですので、発達段階に即した内容と、興味深く子ども

たちが取り組むためには、実物大の図鑑などを取り込んでいた東

京書籍は、非常によかったという思いがあります。 

          そして、皆さんから出ているように、もう一者とすれば、大日

本図書もイメージを膨らませるような工夫が、本当に覗いてみた

くなるような、いろいろな面で工夫されていることは、やはり大

変子どもたちがわくわく感を持って取り組めるのではないかと

いうことで、この２者がすばらしいという思いを持っております。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「生活」の教科用図書を決

定をいたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「生活」の発

行者は８者、「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出

版」「信州教育出版社」「光村図書出版」「新興出版社啓林館」



 

及び「日本文教出版」です。この８者から投票により決定いたし

ます。事務局より、投票用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          大日本図書、５票。大日本図書が過半数を得ましたので、これ

を採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょう

か。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「生活」の教科用図書は、「大日本図書」と決定し

ました。 

《音楽》 

   磯野教育長 小学校用教科用図書「音楽」に係る調査結果について、教育

指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「音楽」について報告します。 

          ３３ページをご覧ください。 

          はじめに、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」につい

て説明いたします。 

          学習指導要領における音楽科の目標は、「表現及び鑑賞の活動

を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音

や音楽と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成すること」です。 

          本市では、歌唱・器楽・音楽づくりをバランスよく学習できる

ようにしたり、〔共通事項〕を柱とした表現と鑑賞の教材を関わ

らせた題材構成を工夫し、児童が楽しく音楽に関われるようにし

ています。また、発達段階に応じて、鍵盤ハーモニカ、ソプラノ

リコーダーや、箏・三味線・太鼓等の和楽器などの楽器が取り入

れられ、演奏や音楽づくりの活動に意欲的に取り組んでいる児童

が多いといった傾向があります。 

          従って、学習指導要領の音楽科目標、市の教育施策に照らして、

内容が適切に取り上げられているもの、児童の発達段階や興味・

関心、能力、さらには地域・学校の実態に対応したものなど、求

められる教科書の特色を示しました。 

          次に、教科用図書を選定するための観点ですが、３４ページに

掲載しましたので、ご覧ください。 

          調査研究報告について、具体的に説明をいたします。 



 

          ３５ページをご覧ください。 

          初めに、「教育出版」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）

については、学び合いについてのヒントを「まなびナビ」に示し

てあり、協働的な学びを引き出すような配慮がなされています。 

         （３）につきましては、３年の３５ページ、４７ページにあり

ますように、「もっとあそぼう」として発展的な活動が示してあ

り、学びが深まる構成になっていることが優れている点でありま

す。 

          「内容」（４）では、各学年巻末にまとめや楽器図鑑、器楽演

奏形態などを載せてあり、個々の児童の興味関心、発達段階に応

じたステップアップができるようになっています。 

          「教育芸術社」です。「新しい学習指導要領への対応」（１）で

は、学習のねらいを明確にし、題材ごとに見通しをもって学習を

進められるよう配慮され、児童が主体的に学べる点で優れていま

す。 

          １年から４年の裏表紙、５、６年の４ページ、「学びの地図」

及び目次では１年間の学習内容が示され、児童が見通しをもって

取り組むことができるようになっています。 

          （３）については、〔共通事項〕について、各ページの右下及

び巻末に大切なポイントとして示されており、音楽的な見方・考

え方を働かせながら学ぶことができるようになっています。 

         「内容」（１）では、６年の３２ページ、「和音に含まれる音

を使って旋律を作ろう」のように、表現するための適切な情報が

示され、思いや意図をもって表現することができるようになって

います。 

         （２）では、１年の４６ページ、「せんりつのまねっこ」など

に示されているように、系統性や発展性をもったものとなってお

り、レイアウトや表現方法に細やかな配慮が見られます。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、教育出版の１、

２年がＡＢ判、３年生から６年生はＡ４の変型判になっています。

教育芸術社は、全てＡ４の変型判になっています。 

          以上で音楽科の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 音楽をはじめ芸術分野というのは、どうしても子どもたちの

個人差が出やすい科目だと思うのですが、そのような点を考えて、

鑑賞という観点からの学びは、楽器の上手い・下手、できる、で



 

きないということにも関係なく、また、生涯にわたって楽しめる

基礎を作るためにも大事な単元かと思うのですが、鑑賞という点

から考えて両者を比較してみて、優れている点など教えていただ

ければと思います。 

   仲村指導主事 鑑賞分野ですが、両者とも童歌や民謡、伝統音楽から世界の

音楽まで、幅広く取り上げられています。教育芸術社のほうは、

それぞれの音楽の良さや違いを捉えやすくするために、４年生５

６、５７ページのように、ここで箏、三味線、三線など、比較鑑

賞の学習を適宜設けています。 

   和 田 委 員 もう１点なのですが、楽器の扱いという点で、鍵盤ハーモニ

カ、リコーダー、それから和楽器などを学習すると思うのですが、

子どもたちにとって見やすい運指の表示の仕方など、または逆に

教えやすいということがあれば教えてください。 

   仲村指導主事  どちらも、運指などはわかりやすくなっています。１点、和

楽器の箏のところなのですが、新学習指導要領で、中学年で和楽

器を取り上げることになっております。４年生で「さくらさくら」

を演奏してみようということで、両者とも取り上げられているの

ですが、教育出版のほうは縦の楽譜に歌詞がついており、楽譜の

理解がしやすいように工夫されています。教育芸術社は、弦や座

り方、爪の当て方の写真があり、演奏する際の子どもたちの手助

けになるように工夫されています。 

   和 田 委 員 続けて意見になってしまうのですが、一番最後のあたりに、

両者とも君が代の記載があります。君が代について、教育芸術社

のほうが、さざれ石だけではなくて、国歌を聴く時のマナーなど

にも触れています。なかなか国歌、君が代についてのマナーとい

うものは触れる機会がないかと思うので、これはなかなかいいん

じゃないかなというふうに思いました。 

          それから、共通教材ですが、教育出版に関しての共通教材のと

ころに、日本の歌みんなの歌という、半透明のような形で書かれ

ているだけなのですが、教育芸術社に関しては、それがもう少し

詳しい記載がありまして、古くから歌い継がれ、これからも歌い

継いでいきたい歌という説明があります。共通教材と言われても、

子どもたちはどのようなことを言っているのかわからないので

はないかと思うのですが、その点、詳しくかみ砕いて、共通教材

というのは、長く歌い継いできたのだなということがわかりやす

くて、教育芸術社がいいかなと思っております。少し細かい点な



 

のですが、どちらも本当に遜色ないというか、どちらでもという

ような感じがするので、そのような細かいところに目がいってし

まいました。 

   磯野教育長 子どもたちが見通しを持って、音楽活動を楽しく進めていこう

という中で、千葉市は県費移譲の際に専科教員がいない場合に、

非常勤講師を配置して、非常に合唱がすばらしいという評価を私

はしています。その中で、表現技能に関して、両教科書の中でど

のような工夫がされているかという点が、もしあったらお聞かせ

ください。 

   仲村指導主事 思考、判断、表現力をこれから高めていかなくてはいけない

というところで、一人一人の思いや意図を持って表現する学習活

動が展開できるように、本当に考えられて作られていると思いま

す。 

          音楽づくりを例にとると、各自が音のイメージを試行錯誤を重

ねながら、即興的な音づくりをし、今度はそれを組み合わせて重

ね方を築き、ステップをアップさせながら音楽を構成していくと

ころ、こちらのほうは本当に両者とも段階を踏まえてよくできて

いるなと感じています。 

   磯野教育長 確かに学習の狙いがしっかり持てている中で、子どもたちが

題材をきちんと扱っていけるという系統性や発展性から見ると、

すばらしい構成がされていると私も思います。そういった中でも、

やはり教育芸術社のほうがその点では優れているということで、

私の意見を述べさせていただきます。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「音楽」の教科用図書の決

定をいたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「音楽」の発

行者は２者、「教育出版」及び「教育芸術社」です。この２者か

ら投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を配付して

ください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          教育芸術社、５票。教育芸術社が過半数を得ましたので、これ

を採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょう



 

か。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「音楽」の教科用図書は、「教育芸術社」と決定しま

した。 

《図画工作》 

   磯野教育長 では次に、小学校用教科用図書「図画工作」に係る調査結果

について、教育指導課長の説明をお願いします  

   鶴岡教育指導課長 小学校「図画工作」について報告します。 

          最初に、「千葉市の児童が必要とする教科用図書」及び観点に

ついて説明いたします。 

          ３７ページをご覧ください。 

          学習指導要領における図画工作科の目標では、「表現及び鑑賞

の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の

中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。」と示されており、図画工作科の目標に照らし、

表現、鑑賞の領域においての内容が適切に取り上げられているか

という視点を設定しました。 

          また、「内容」（１）については、『市の教育施策への適合』と

設定し、千葉市学校教育推進計画、千葉市学校教育の課題「２１

世紀を拓く」に適合しているか、（２）、（３）では児童の実態に

合っているか、「千葉市小中特別支援学校総合展覧会」や「絵を

かく会」なども参考になる、千葉市の児童にとって親しみ、なじ

める内容になっているかという視点を設定しました。 

          調査研究報告書について、具体的に説明します。 

          ３８ページご覧ください。 

          まず、「開隆堂出版」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」（２）他教科との関連の視点

として、３、４年上の１０、１１ページの「ふわふわ空気のつみ

木」をご覧ください。子どもたちにとって身近な素材であるビニ

ールを使って、身体全体で空気を感じながら楽しむ、理科と関連

する活動です。 

          次に、（３）についてです。一例として、１、２年の下、「ぼか

しあそびで」「ふしぎないきものあらわれた」をご覧ください。

学習の目当てが３観点、枠内に書かれ、主となる目標が赤で示さ

れています。目標を明確にできる学習の目当てと振り返りがどの



 

題材にも入っています。 

         次に、「内容」ですが、３、４年下の１２、１３ページでは、ふ

だん身の回りにある木々を見て、さわって、においをかぎ、音を

聞くことなどさまざまな感覚を通して感じ取らせています。 

          安全についての指導については、いくつかの題材に「あんぜん」

と記したコーナーがあり、注意を喚起しております。 

          総合的に見ると、児童が見通しをもって自分のイメージをもて

るように構成されていると考えます。幅広い作品例や多様な取組

みを掲載し、さまざまな発想に対応できるという点で配慮されて

いると考えます。 

          「日本文教出版」です。 

          まず、「新しい学習指導要領への対応について」（１）の主体的・

対話的で深い学びにつながる一例として、１、２年上、「ごちそ

うパーティーはじめよう」では、児童の作品例や多くの吹き出し、

児童の表情や動きなどを掲載しており、よく工夫されています。 

          次に、（３）教科目標の適合についてです。一例として、１、

２年下、「ひかりのプレゼント」をご覧ください。左ページ上に、

学習の目当てが３観点に分けて書かれています。また、右下には、

活動を通して考えてほしいことをどの題材にも設け、生活や社会

に生かすための言葉を掲載しています。 

         次に、「内容」についてですが、５、６年下の２４、２５ペー

ジの「わたしの大切な風景」をご覧ください。自分の生活や思い

出、身の回りにあることを振り返って、思いを深めて表現してい

くことは、豊かな情操を養うことにもつながります。 

          安全についての指導は、多くの題材に「きをつけよう」「かた

づけ」と記したコーナーがあり、児童への注意を喚起し、よく配

慮されています。 

          総合的に見ると、活動を通して考えてほしいこと、身につける

べき資質・能力について、児童自身が意識をもてるように構成さ

れていると考えます。また、幅広く題材や表現方法を取り上げ、

さまざまな発想、構想への対応や、生活と学びをつなぐという点

でよく配慮されていると考えます。 

          なお、教科用図書の大きさ等については、２者ともＡ４判です。

２学年ずつ上下本となっております。 

          以上で図画工作の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 



 

   中 野 委 員 図画工作のうち、特に図画のほうですが、かなり才能の面が

あると思うのですが、私は全然絵がだめなのですけれども、この

教科書図書を使って教えてもらったほうが、下手なりに絵が上手

に描けるようになるのか、そのような違いがもしもあったら教え

てください。 

   平澤指導主事 千葉市の課題としまして、絵をかく会、総合展の取り組みが

あります。その際、いわゆる見映えのいい作品を作ろうとして、

画一的な表現方法になるという傾向があると伺っております。ま

た、対象や事象の形や色を、児童がどう捉えていいかわからない

という課題があるのではないかと思われます。 

          新学習指導要領にもあるように、生活の中の形や色と豊かにか

かわり、それを捉える視点が重要ではないかと思います。その点

に関しましては、両者ともしっかり示されております。 

          日本文教出版は、各学年で系統立てて、１年、２年生の上では

３６ページ、３７ページですが、そのほかの教科書には３４ペー

ジ、３５ページに「ひらめきポケット」として、形や色の見方が

示されております。 

          開隆堂出版にも、学びの資料として１、２年の下５６ページの

ように、幾つかの教科書に示されていると聞いております。 

   中 野 委 員 作品がいいかどうかの問題として、やはり形をとったりなど、

それが僕なんか全然できないんですけれども、そのようなものは

仕方がないのでしょうか。 

   平澤指導主事 両者とも、巻末にさまざまな表現技法だとか、用具の扱いも

詳しく掲載されておりまして、その辺も参考になるのではないか

と思われます。 

   小 西 委 員 私も両者を比較させていただいて、双方とも内容が非常に充

実していて、本当に遜色がないと思っております。千葉市の課題

として、先ほどもおっしゃられましたけれども、どうしても見映

えのいい作品をつくろうとしてしまって、主体的な活動が十分に

できていないという点があるかと思うのですが、子どもたちが個

性を大事にしたり、創造性を大事にするという部分で、どちらの

ほうがより良いというものがありましたら教えていただきたい

です。また、先生方にとっての教えやすさだったり、使い勝手の

よさという点で、何かあれば教えていただければと思います。 

   平澤指導主事 主体的な学びという点ですが、両者とも３つの育てたい資

質・能力に対応して、題材の目安を示しております。この辺から



 

主体的な学びというか、できるのではないかと思っております。 

          また、指導者が扱いやすい教科書とありました。今お話しした

ことと重なるかもしれませんが、開隆堂出版には題材の目当てを

示している３つの柱があるのですが、そのうち特に重点的に育て

たい力には下線を引き、赤で色を変えて、わかりやすく示してい

ると、調査員のほうから伺っております。 

          また、日本文教出版は、活動を通して感じたり考えてほしいこ

とを、教科書の下のほうに双葉のマークにより示しております。

これは、学びを生活や社会に活かして、よりよい人生を送るため

のポイントが示されておるのではないかと思われます。 

          あともう１点ですが、先ほど申し上げましたが、開隆堂出版の

ほうには、「かたづけ」「あんぜん」と、このような項目がいく

つかの題材に示されております。日本文教出版のほうには、「か

たづけ」「きをつけよう」という項目が多くの題材に示されてお

ります。 

   磯野教育長 私から意見を述べさせていただきます。 

          先ほど、音楽では非常勤講師を配置して、合唱等についていろ

いろな形で成果が上がってきたと申し上げました。ところが、や

はり私どもも今回、次の段階では、やはり今若い教員たちが次の

専門的なものとしては、図工を何とか扱ってほしいというような

状況も伺っているところです。 

          そういった観点で読ませていただく中で、やはり開隆堂は指導

内容が詳しく記載されているなというところがありました。これ

は一方、今、調査員からあがったように、それを余り詳しく書き

過ぎたことによって画一的な作品ができているのではないかと

いう、ご指摘なのかもしれませんけれども、その辺がどうなのか

なということ。 

          教科で求めている想像性を膨らませるという観点で言うと、日

本文教出版のほうが、想像性を膨らませるように自分で考えてい

けるというようになっているのですが、どうか。いずれにしても、

この主体的な学びも画一的な作品も、どちらかというと、もう教

科書ではフォローできなくて、むしろ、先ほどから申し上げたよ

うに、私は、ここも反省ですけれども、やはりもう一回、指導者

に対して、どういった指導計画を作って、この教科書をうまく授

業に活かすかということが観点になってくるかなと思います。 

          その中も、唯一違ったのはＱＲコード、今日は冒頭申し上げて



 

いますけれども、ＱＲコードがあるか、ないかということがです

ね、基本的には出てきます。この辺をどのように活用していくか

ということも、今後、教科では考えなければいけないという点で

す。 

          そして、やはり系統的に題材を配列して、子どもたちが創造性

豊かな作品を作っていくという観点から、私は決めたいと考えて

おります。 

   和 田 委 員 悩んでおりましてですね。日本文教出版の「ひらめきポケッ

ト」というのがとても印象的で、各学年によって視点が変わるの

が非常におもしろいですね。これは、技術がある、なしにかかわ

らず、とても想像力を膨らませてくれるのではないかなと思いま

した。「さわる」「つなげる」「分ける」など、いろいろな言葉

によってその視点が変わるというのは、とてもおもしろいなと思

いました。 

          それとあと、主体的な学び、先ほどから出ていますけれども、

それと日常、身の回りのことへの応用という点でも、段階がわか

りやすい、リード文のところでとてもわかりやすく出ているので、

日本文教出版はすばらしいなと思っています。一方で１つ気にな

ったのが、先ほどご説明にありました右下の双葉のマークのとこ

ろで、これは、子どもたちから自主的に出てくるはずの言葉がこ

こに出てしまっているのではないかなと、考えさせる必要がなく

なってしまっているのではないかなというふうにも感じられる

んですが、その辺はどうでしょうか。 

   平澤指導主事 こういう活動を通してこのような感じ方、考え方をするとい

う１つの例ですので、これ以外にもいろいろとあるかなと思いま

す。 

   和 田 委 員 教師の指導力次第だということで、授業の目的としていただ

きたいという感じがいたしました。ありがとうございます。 

   千 葉 委 員 両方の教科書を見せていただいて、日本文教出版さんの写真

や絵は、子どもたちが今動いているのをパシッと撮っているよう

で、飛び出てくるようです。これを見ながら子どもさんたちが勉

強すれば、何か笑顔になりながら引き込まれていくような感じが

すると思いました。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、その他、ご意見、ご質問がございませんので、これより、

令和２年度に本市立小学校において使用する「図画工作」の教科



 

用図書を決定します。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「図画工作」

の発行者は２者、「開隆堂出版」及び「日本文教出版」です。こ

の２者から投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を

配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          開隆堂出版、２票、日本文教出版、３票。日本文教出版が過半

数を得ましたので、これを採択することと決定したいと考えます

が、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「図画工作」の教科用図書は、「日本文教出版」と

決定いたしました。 

《家庭》 

   磯野教育長 次に、小学校用教科用図書「家庭」に係る調査結果について、

教育指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校「家庭」について報告します。 

          ３９ページをご覧ください。 

          はじめに、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」につい

て説明します。 

          学習指導要領における家庭科の目標は、「生活の営みに係る見

方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動

を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。」とあります。 

          本市の児童について、家庭科においては授業には意欲的に取り

組むものの、学習で習得した知識及び技能などを実生活に活用し

たり、家族や地域の人々と関わり、社会に参画しようとする力が

十分ついていなかったりといった傾向があります。日常生活との

関連を図った問題解決的な学習を効果的に取り入れることや、基

礎・基本的な知識及び技能を明確化し、題材のつながりや中学校

との連携を意識した指導内容の工夫改善に当たることが課題と

なっております。 

          従って、２年間の学習の見通しをもち、基礎的・基本的な知識

や技能を活用した問題解決的な学習活動や、学んだことを活用し



 

家庭・地域とつながり、生活をよりよくしようと工夫できる特色

を有する教科用図書を選定する必要があるものと考えておりま

す。 

          教科用図書を選定するための観点ですが、４０ページに掲載い

たしましたので、ご覧ください。 

          調査研究報告書について、具体的に説明します。 

          ４１ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」（１）では、４、５ページの学習の進め方に見られるよう

に、ステップ１、２、３の流れで学習が進められています。ステ

ップ１では「話し合おう」で、生活の中から課題を見つけ、ステ

ップ２の「調べよう」では栄養のバランスを調べ、「やってみよ

う」で実際に調理をし、ステップ３の「深めよう」で家庭実践に

つなげていくというような、問題解決的な思考が身につく点が優

れています。 

          「内容」（２）においては、２年間の家庭科の学習の見通しを

立てられるよう、よく工夫されています。 

         ３ページの見開きの「成長の記録」も、自分の学習の足跡を残

し、振り返りができる記録表になっています。 

          「内容」（３）では、１２２ページからの「あなたは家庭や地

域の宝物」の題材で、家庭や地域との関わり方が具体的に紹介さ

れ、理解しやすくなっています。また、各所に伝統文化を紹介す

る箇所には「日本の伝統」マークがわかりやすく表示され、よく

配慮されています。 

          続いて、「開隆堂」について、「新しい学習指導要領への対応」

（１）では、１２４、１２５ページのように、写真やイラストか

ら児童の興味関心を高め、課題を見つけ、対話することにより深

い学びにつながる工夫がされています。 

          （３）では、学習指導要領の目標に照らし、家族や家庭生活、

衣食住、消費や環境などに関わる生活の営みに係る見方・考え方、

１、２ページをご覧ください。この見方、考え方を、１、２ペー

ジのように４つの視点で捉え、よりよい生活を営むための工夫が

考えられるよう、よく配慮されています。見方・考え方が４つの

マークで表示されており、常に家庭科の視点で学習を進められる

よう工夫されています。 

          また、「内容」（１）においては、４３ページのような、学習し



 

た内容と関連した職業についている方々から、仕事について学び、

いろいろな職業があることを知るキャリア教育につながるよう

工夫されています。 

          そのほか、１６ページで食物アレルギーに触れ、食育などと関

連する内容が適切に取り上げられています。 

          （２）では、題材がストーリー性を考慮して配列されており、

基礎・基本の習得から応用・発展的な学習へと系統的に展開され

ています。児童の思考の流れに沿うよう、２年間の学習を振り返

り、中学校の学習へのつながりがわかりやすく示されているなど、

よく配慮されています。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍はＡ４

判、開隆堂はＡＢ判です。両者、５、６年で１冊となっておりま

す。 

          以上で家庭科の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 ２者ですので両者の比較ということになるのですが、開隆堂

のほうが、なぜ何々をするのか等と、とても当たり前のことなの

に、例えばなぜ縫うのだろうなど、そのような問いかけから始ま

っていて、子どもたちの興味を引いてくれているなと感じました。 

          それと、前回も伺ったような気がするので、現行教科書もそう

かと思うのですけれども、季節の取扱いなのですが、開隆堂のほ

うは冬が先に来ていて、暖かくするための工夫がされていて、後

半に涼しくするための工夫が来ています。東京書籍は、その逆に

なっているのですが、特に授業を進めていく上での不都合な点な

どあるのでしょうか、どうでしょう。細かいことなのですが、教

えていただきたいと思います。 

   豊川主任指導主事 １点目のなぜという問いかけが多いという点では、両者とも

問題解決的な学習のステップを意識した構成になっております

が、比較的、開隆堂のほうは必ずそのようななぜという疑問から

入る。特に、クッキングの調理の場面でも、開隆堂の１０ページ

のように、なぜ調理をするだろうというところから入る場面で、

東京書籍のほうは、１４ページのように、同じ題材でも目的や手

順を考えようということで、多少の違いは出ております。 

          もう１点の季節のことですけれども、大体、小学校の教員は、

教科書に載っている順番に指導をしていきますので、どちらが先

になろうと関係ないのと大きな違いはないと報告を受けており



 

ます。 

   和 田 委 員 特に、学習時期と実際の季節がずれてしまって、子どもたち

の実感が湧かないなど、そのあたりもうまく調節しているという

ことなのでしょうか。 

   豊川主任指導主事 大体、時数どおりに計画的に進めていくと、ちょうど寒い時

期に寒い題材、寒さに対する快適な過ごし方というところに当た

りますので、季節感がずれるということはないと聞いております。 

   磯野教育長 質問が終わりましたので、意見を述べさせていただきます。 

          まず、東京書籍は、やはり自分自身が調べて、考えている点に

ついては、よくできているなという認識を持ちました。そして、

開隆堂は、写真の選定など、ニンジンの調理もそうだし、運針の

ところそうですけれども、いろいろな写真の構成が非常にきれい

で見やすくて、その点の鮮明さは優れていると感じました。 

          あとは、今日ずっと言っていますが、ＱＲコードをどのように

使うかという問題はあります。今回調べた中では、やはりＱＲコ

ードはかなり使いやすいという感じがしました。 

          いずれにしても、本の軽量化等も含めて、この２者ですけれど

も、開隆堂のほうがより優れているということでございます。 

   中 野 委 員 私も同じような意見ですが、写真が開隆堂の教科書の方がわ

かりやすいかと思います。東京書籍のほうは少しわかりにくいの

ですけれども、開隆堂の方ははっきり出ていますし、そこだけで

はありませんけれども、全体に写真の使い方が上手かなと思いま

すので、私は開隆堂のほうがいいと思います。 

   小 西 委 員 私も皆さんと同じなのですけれども、両者とも学習目標が最

初に書かれてありますけれども、開隆堂のほうが気づく、できる、

活かすという点で、子どもたちにとってわかりやすいというよう

に感じました。 

          あと、先ほど和田委員がおっしゃっていましたけれども、なぜ

という形で返すことで、子どもたちが自ら気づく、主体的に気づ

くという点で配慮されているかなと思いましたので、私も開隆堂

がよいかと思っております。 

   磯野教育長 では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和

２年度に本市立小学校において使用する「家庭」の教科用図書を

決定いたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「家庭」の発

行者は２者、「東京書籍」及び「開隆堂出版」です。この２者か



 

ら投票により決定いたします。事務局より、投票用紙を配付して

ください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 ただいまの投票結果について報告いたします。 

          開隆堂出版、５票。開隆堂出版が過半数を得ましたので、これ

を採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでしょう

か。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「家庭」の教科用図書は、「開隆堂出版」と決定い

たしました。 

《保健》 

   磯 野 教 育 長 小学校用教科用図書「保健」に係る調査結果について、教育

指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校体育科「保健」について報告します。 

          ４２ページをご覧ください。 

          最初に、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」について

説明いたします。 

          学習指導要領における体育科の目標は、「体育や保健の見方・

考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保

持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育

成することを目指す。」とあります。 

          本市の児童の体力・健康安全面については、体力は全国的な調

査結果と比較して一部の項目を除き、平均よりも上回る傾向があ

ります。しかしながら、意欲的に体力づくりに取り組むといった

姿勢に欠ける児童や、朝食の喫食、歯磨きなどの規則正しい生活

習慣が身についていない児童もいることが課題となっています。 

          従って、「学習のねらいが明確に示され、児童の主体的な学び

や日常生活への実践を促すように編集・構成されているか」とい

う視点で教科用図書を選定する必要があると考えました。 

          次に、選定するための「保健の観点」について説明します。 

          まず、「新しい学習指導要領への対応について」から「内容」

では、第二次千葉市教育推進計画や「２１世紀を拓く」など、「市

の教育施策への適合」という観点など４観点です。 



 

          そして、「造本等」では、製本がしっかりしているか、重さな

ど児童が扱いやすく配慮されているかという観点です。 

          では、調査研究報告書について具体的に説明させていただきま

す。 

          ４４ページをご覧ください。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「新しい学習指導要領への

対応」（１）では、「学習の進め方」の４つのステップに見られる

ように、教科書全体が保健の見方・考え方を働かせ、児童が心身

の健康保持増進を行うための資質・能力が育成できるような、段

階的な構成になっています。 

         （２）では、３、４年の１３ページなどにあるように、家庭科

や特別の教科道徳との関連を図り、相互に知識を補完しながら学

習できるように、優れた構成になっています。 

          また、「内容」（１）では、絵や図、写真を多用し、自分の成長

を実感し、命を尊ぶ態度を養うことができるよう、工夫された構

成になっています。 

          さらに、（３）では、養護教諭や栄養教諭、学校医など学校内

外の人材を有効活用できるように配慮された、優れた構成になっ

ています。 

          「大日本図書」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」の（３）では、各小単元で、

言語活動が活発に行えるよう、話し合い活動の項目が設定され、

工夫された構成になっています。 

          また、（４）の３、４年の２０ページなどにも見られるように、

問題を設定し、内容を振り返りながら、児童が知識・技能を定着

できるように工夫された構成になっています。 

          さらに、「内容」（３）では、学習したことを家庭や地域で活用

できるように工夫されています。 

          「文教社」です。 

          「内容」（１）で、３、４年の生７ページ「１日の生活とリズ

ム」では、２４時間の時計を模した画面構成で、運動、食事、休

養睡眠などの生活リズムが健康と密接に関連していることがわ

かる構成になっています。 

          続いて、「光文書院」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」（２）、３、４年の１１ページ

などに見られるように、ほかの教科で既に習った事項やこれから



 

学習する内容、また、特別の教科道徳との関連が図られており、

工夫されています。 

          また、「内容」（１）では、３、４年の「けんこうな生活」で目

の大切さを、５、６年の「病気の予防」などで危険ドラッグなど

今日的な問題を提示し、健康への理解や生命尊重の態度を養うこ

とができる構成となっています。 

          最後に、「学研教育みらい」です。 

          「新しい学習指導要領への対応」（１）では、３、４年生、５、

６年生とも、「楽しく学ぼう保健の学習」で見られるように、教

科書全体が１時間で、「つかみ、考え、調べてまとめ、深める」

といった課題解決学習の進め方になっており、児童に主体的・対

話的で深い学びを導くような優れた構成になっています。 

          また、「内容」（１）では、「心の健康」において、不安や悩み

に対する対処方法を考えることで、よりよく生きようとする心を

育てる、優れた構成になっています。 

          さらに、「内容」（４）では、「もっと知りたい・調べたい」に

見られるように、発展的な学習を進めていけるように工夫されて

います。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、大日本図書はＡ

Ｂ判、他の４者はＡ４判になっております。いずれも、３、４年

と５、６年で１冊ずつになっています。 

          以上で体育科「保健」の報告を終わりにします。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 まず、確認をさせていただきたいのですが、保健に割く授業

数なのですけれども、３、４年で４時間、５、６年で８時間でよ

ろしいでしょうか。 

   中村指導主事 ３、４年生、２学年間で８単位８時間、５、６年生も２学年

間で１６時間、したがって、目安として３、４年が１学年４時間、

５、６年は８時間という形になります。 

   和 田 委 員 それを考えると、それぞれ８時間、１６時間でこの１冊ずつ

を学ぶということになるので、ノートなども別に作らず、おそら

くここに書き込んでいくような指導の仕方なのかと思います。そ

ういった観点から見て、これ１冊で子どもたちも完結できるよう

な学び方ということを考えると、東京書籍か学研かと思うのです

が、この２者を比較していただいて、具体的に違いですとか、教

えやすさ、学びやすさの点で何かあれば教えていただきたいので



 

すが。 

   中村指導主事 選定委員会の協議のほうでは、東京書籍と学研教育みらいの

教科書について、各章はじめに、学習の課題がつかみやすく、児

童の関心を持たせる工夫が両者ともされていると。 

          また、東京書籍のほうは、学習の進め方の４つのステップに見

られるように、教科書全体が保健の見方・考え方を働かせ、児童

が心身の健康保持・増進を行うための資質・能力が育成できるよ

うな、段階的な構成になっております。 

一方、学研教育みらいの教科書のほうですが、教科書全体が

１時間で、つかみ、考え、調べてまとめ、深めるといった

課題解決学習の進め方になっており、児童に主体的・対話

的で深い学びを導くような構成になっております。 

   中 野 委 員 私も、東京書籍か学研か、どちらかなと思うのですけれども、

前回の選定の時にもお話したのですけれども、体の発育・発達の

ところで、これは性教育につながっていくのでしょうけれども、

学研みらいの方が、他の教科書と比べてもわかりやすいかなとい

うことです。 

          それから、学校医、学校薬剤師が出て、解説をしておりますけ

れども、私は、学校医というのはもっともっと積極的に学校に関

係すべきだと思っていますので、そのような意味からも、学研み

らいの教科書のほうが、私は推薦できるかなと思っています。 

   小 西 委 員 私も、同じく学研と東京書籍で悩みまして、学研は学習の進

め方が非常にわかりやすいなと思いましたし、東京書籍のほうは、

先ほど和田委員もおっしゃっていましたけれども、ワークシート

の形式になっているので、先生方も使いやすいでしょうし、子ど

もたちもより自分のこととして考えやすいのかなというふうに

感じました。 

          その中で、東京書籍のほうは、病気の予防の部分でインパクト

の強い写真やイラストが掲載されており、薬物や飲酒、喫煙など

の害が子ども達に直接的に非常に伝わりやすい形で載っている

なと考えまして、東京書籍がいいと思っております。 

   磯野教育長 私も意見を発表させていただきます。 

          まず、お互いに学びやすく、学習をまとめて２年間の振り返り

ができるようになっている中で、東京書籍のほうは非常にいい紙

を使って、少し多いのですけれども、今までの学習のまとめがし

っかり書き込める場所があるなと思いました。 



 

          やはり、今回も、今、小西委員からもありましたけれども、千

葉市のオリパラを契機に、喫煙防止がありますので、このような

内容も的確に取り扱っておられると思います。 

          学研みらいは、逆に、心の問題についてしっかり書き込まれて

いるので、この点がどちらかになるかというようなところで、投

票したいと考えています。 

          私のほうは以上です。 

   千 葉 委 員 僕も東京書籍の方がいいなと思ったのですけれども、その理

由は、これって定期的にやる授業じゃないということですから、

自分が昔々を思った時に、ノートと教科書というより、ここで書

き込んでいける形式があると、自分で思い返して、思い出しがで

きると思うのです。ですので、そのような意味では、ここにやっ

たものが、筆跡として残っているというのは、子どもさんたちに

とって非常に心強いのではないかなと思いました。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「保健」の教科用図書を決

定します。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「保健」の発

行者は５者、「東京書籍」「大日本図書」「文教社」「光文書院」

及び「学研教育みらい」です。この５者から投票により決定いた

します。事務局より、投票用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          東京書籍、４票、学研教育みらい、１票。東京書籍が過半数を

得ましたので、これを採択することと決定いたしたいと考えます

が、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「保健」の教科用図書は、「東京書籍」と決定しま

した。 

《英語》 

   磯野教育長 小学校用教科用図書「英語」に係る調査結果について、教育

指導課長の説明をお願いします 

   鶴岡教育指導課長 小学校外国語科「英語」について報告します。 



 

          ４７ページをご覧ください。 

          はじめに、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」につい

て説明いたします。 

          学習指導要領における外国語科英語の目標は、外国語によるコ

ミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、

コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成すること

であります。 

          本市の児童の意欲については、これまで児童は、ゲームなどを

通して楽しい英語活動をしてきましたが、２年前より意欲がやや

低くなっています。その原因の一つは、学習時間や学習内容が増

え、学習の難しさを感じていることと考えます。また、英語を使

うことへの抵抗感があり、進んで英語でコミュニケーションを図

ることは難しいという傾向があります。 

          教員が主体となって指導しやすく、児童が段階的に学習に取り

組みながらコミュニケーション能力の向上を図るために、内容が

系統的・発展的でスモールステップになっており、自主学習がし

やすいといった特色を有する教科用図書を選定する必要がある

ものと考えております。 

          次に、調査研究報告書について、具体的に説明いたします。 

          まず、「東京書籍」についてですが、「内容」（１）では、５年

の３８ページをご覧ください。本文に当たるユニットを、スター

ティングアウト、ユアターン、エンジョイコミュニケーション、

オーバー・ザ・ホライズンで構成し、聞く・話す学習を十分した

後、コミュニケーションにつながるようにしています。３つのユ

ニットが終わるごとに、チェック・ユア・ステップスで学んだ英

語を使い、振り返りをすることで学びを確かめることができるな

ど、優れた構成となっています。 

          「開隆堂出版」についてですが、「内容」（１）について、５年

の６８ページをご覧ください。レッツ・リッスン、レッツ・チャ

ンツ、レッツ・リッスン、レッツ・プレイと単語の習得から表現

の習得へ、そして無理なくゴールの自己表現活動（レッツ・トラ

イ）につながるように構成されております。裏表紙には、ＣＡＮ

－ＤＯマップが示されており、さらに、レッスンの終わりには振

り返りの欄が設けられております。 

          「学校図書」についてですが、「内容」（１）では、５年の８２



 

ページにおいて、１レッスンの構成は、導入のページ、目標表現

を学ぶ２から３のセクション、そしてまとめのユーズ・アンド・

チェックで構成されております。また、ユーズ・アンド・チェッ

クでは、このレッスンで学んだ目標表現を用いての「聞く」・「話

す」・「書く」活動を行い、ある程度まとまった英文を読む活動を

することで、学びを確かめる構成となっております。 

          「三省堂」についてですが、「内容」（１）では、４技能５領域

がバランスよく配置されています。まず、自身の力を知ることか

ら問題を発見し、問題解決に向けて学習する構成になっているの

で、個々で目標をもって学習に取り組むことができます。どの単

元でも音声中心から学び、５年の４９ページのように、大単元の

最後は発表を行うという流れを重視し、３段階のスモールステッ

プで工夫されており、優れています。 

          「教育出版」ですが、「内容」（１）では、５年の３０ページ、

「カレンダー作り」のように児童の興味関心に合った題材を取り

扱い、単元ごとに３つの観点が相互にかかわるよう、児童が意欲

をもって言語活動ができるよう配慮されています。それぞれの単

元が音声中心のインプットからアウトプットへと、スモールステ

ップで進み、最後の言語活動につながるように配慮されています。 

          「光村図書」についてですが、「内容」（１）では、ユニットは

「ホップ」「ステップ１」「ステップ２」「ジャンプ!」の順に構成

されており、見開きページを大きく使ったイラストやアニメーシ

ョン映像のストーリーから言葉や表現を聞き、聞き取った内容を

使った活動へつなげられるようにしています。さらに、６年１００

ページなどでは、慣れ親しんだ言葉や表現を使って思いを伝えた

り、書き表す活動を取り入れたりすることで、ユニットでの学習

をまとめられるよう、よく配慮されております。           

          「啓林館」についてですが、「内容」（２）では、５年の１１ペ

ージ、各単元で必要となる語彙や表現などが書かれているので、

児童が自ら調べられるように工夫されています。 

          なお、教科用図書の大きさ等につきましては、東京書籍と学校

図書がＡ４判、その他の５者はＡＢ判になっています。また、東

京書籍のみ、別冊を加えています。 

          以上で外国語科「英語」の報告を終わります。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   和 田 委 員 大変迷っておりまして、わからないことがたくさんあります。



 

初めての教科ということもありますし、ここで採択したものを今

後４年間は使うということを考えますと、非常に責任が重いなと

考えています。 

          まず、教えていただきたいのが、ノートをどのように活用する

のか、子どもたちが別にノートを作って学習をするように、書く

ことが主になるようにされるのかという点と、それから、評価を

どのようにするのかという、この２点、教えていただけますでし

ょうか。 

   丸山指導主事 まずノートに関してですけれども、現状、多くの学校での事

例では、教科書へ直接記入する、もしくは教員のほうが準備した

ワークシート、プリントのほうへ記入するといったことが主な活

動となっております。中学校のように、児童が一定のノートを準

備して、授業のポイントを記入していくということは想定してお

りません。 

          また、評価についてですけれども、学校では自己評価、振り返

りカードということで、別紙で評価したものを書きためていき、

評価材料をためていきます。また、教師の観察、それからこれか

らは学校のテストやＡＬＴなども加わることと思いますが、会話

等できるようになったことを、ペーパーテストとともにパフォー

マンステスト等を併用して評価を出すということです。 

   和 田 委 員 今までとは、教科になるという点、それから外国語活動では

なく、外国語という教科になるということで、大分大きな違いが

出てくると思うのですが、３、４年生からの外国語活動からの接

続という部分と、それから中学への接続という部分で、教科書を

見る観点が少し違ってくるのかと思うのですが、どちらのほうが

より重要だと考えますでしょうか。 

   丸山指導主事  どちらが重要かというと、お答えになっていないかもしれな

いのですが、どのステージも大事だということ、観点という点で

申し上げますと、３、４年生までで話す・聞くというところに限

定して学びます。そして、先ほど教育指導課長から説明がありま

したが、若干意識が低下しているというところにつながってくる

と思うのですけれども、小学校５、６年生より時数が増えまして

週２時間、また、３、４年生の内容に加えまして、読む・書くと

いう活動が加わってまいります。時間と、また内容の読む・書く

が５、６年生には加わってきているという観点を持ち、ご覧いた

だければと考えます。 



 

   中 野 委 員 求められる教科用図書の特色の中に、聞くこと、話すこと、

読むこと、書くことの、基本的には総合的にバランスよく育成す

るというのがありますけれども、今まで、中学校から英語が始ま

って、随分長い歴史がありますよね。その中で実際に、今まで中

学生、高校生にこれがうまく目的どおりいっているとは思えない

のですけれども、ましてや小学生でこれができるのでしょうか。

できると思ってよろしいのですか。 

   丸山指導主事 これはできると考えているとお答えしたいと思います。まさ

に皆様ご覧になったことがあるかとは存じますが、現在の小学生

は、特に話す・聞く力というのは、私が拝見していて、自分が恥

ずかしくなるくらい、よくできております。もちろん、苦手意識

があったり大変苦労している児童もおりますが、３年生からいろ

いろな活動経験を通して、非常に力をつけてきていると考えてお

ります。先ほど申し上げました、書くことについては、皆様がイ

メージするのはすごく難しいことだと思うのですけれども、小学

校ではアルファベットの文字が書ける、あと、単語や英文に関し

ましては書き写すことができるというところまでですので、そこ

まで欲張ってはいないということで、中学校へのつながりに結び

付けていければというふうに考えます。 

   中 野 委 員 和田委員の話ともつながるのですけれども、やはりこれ、実

際には教える先生も専門の先生ばかりじゃないですよね。その中

で、これを実際に、なかなか実践するというのは難しいと思いま

すけれども、努力をしていただくのは当然なのですが、       

やはり中学校の英語のほうにスムーズにつなげるなど、何か目標

を１つに絞ったほうが、私は実際には効果が上がるような気がし

ます。全ての能力をつけて、が理想なのですけれども、実際には

現実的にどうかと、私は疑問に思います。意見だけです。 

   千 葉 委 員 僕も中野委員と同じように思うのですけれども、世間では、

日本人は何年英語習っているのということをよく聞くじゃない

ですか。そうなった時に、やはり何か得意なものを３年、４年、

５年、６年で、英語が好きなんだというふうに思わせてあげると、

その後の中学校へ行ったときに、もう少し勉強してみたい、外国

人と会話してみたいとか、そこに持っていくまでの教育が必要だ

と思いますし、あと、この英語を教える先生というのは日本の方

ですよね。そのようになった時、やはり先生のスキルがかなり影

響してきてしまうと思うのですけれども、その辺で難しいと思う



 

のですが、もし、明らかに大丈夫かなというような先生なんかい

らっしゃったら、何か対処方法などはあるのでしょうか。 

   丸山指導主事 本日も午前中、研修を持ってまいりましたが、やや高齢な、

ベテランの教員も参加しておりまして、非常に意識が高いです。 

          おっしゃるとおり、現段階ではまだ十分でない指導力の教員も

おることはおりますが、そういった職員も研修を通して指導力を

上げる機会をもつなど取り組んでおりますし、また、教科書会社

さんのほうで充実したデジタル教材というのをご準備いただい

ておりますので、現在は文部科学省よりきているものを活用して

いますが、今後は新しいものを使いながら、研修等を通して指導

力の向上を図り、授業に還元していければと考えています。 

   小 西 委 員 今の質問の続きになってしまうのですけれども、いろいろと

研修の意識が高いところは、それだけ不安を抱いている先生がた

くさんいらっしゃるということだと思うのですけれども、各者の

教えやすさであるとか、若い方から経験豊富な方まで、安定した

授業ができるという観点で、どこの者がいいというところがあれ

ば教えていただければと思います。 

   丸山指導主事 現在の小学校教員が教えやすいであろうという観点で申し上

げますと、まず教科書１ページが、基本的に授業１時間単位とな

っているなど、また、指導しやすく工夫されていたり、基礎・基

本から活用、また、言語活動の充実を教員の方が意識して授業を

実施しやすい構成となっていることが重要だと考えます。 

          以上のことから、ページ配当や構成などにより授業を進めるペ

ースがつかみやすい東京書籍と、易から難への配列によるスモー

ルステップで、無理なく自己表現活動につなげられるよう配慮さ

れている開隆堂出版が優れているという報告をいただきました。 

   鶴岡教育指導課長 先ほど千葉委員より、教員の資質・能力のお話がございまし

た。教職員もまだまだ力量が…ということは正直あるということ

は先ほどお話いたしました。その中で、例えばご承知のとおり、

ＡＬＴを派遣し、支援をしていただきながら、サポートしてもら

うような体制であったり、または、行政区６区に２人ずつ英語指

導の支援員を派遣して、各担任の相談にのったり、指導・助言に

当たったり、といったことをしながら力量アップを目指していた

りと、よく、工夫をさせていただいていることをお知らせいたし

ます。         

   和 田 委 員 小西委員がおっしゃっていらしたように、やはり教えやすさ



 

というのが当然学びやすさにつながりますので、この部分大事だ

なと思うのですが、正直言って、授業がどのように展開されてい

くのか、この教科書をもとにというのが想像できない。その一要

因としては、デジタル教材が、多分各者いろいろとあると思いま

すので、そのデジタル教材を織り込みながらの授業展開というの

がとても想像しにくいのです。デジタル教材を使いながらの授業、

やりやすいというような特徴のある教科書もあるかもしれませ

んが、いかがでしょうか。 

   丸山指導主事  調査員が、全部のデジタル教材を拝見したわけではございま

せんで、ここが優れているという報告は正直受けておりませんが、

イメージが湧きづらいということで、デジタル教材を現在使って

いるもの等の特徴を申し上げますと、やはり豊富な音声教材や映

像資料が入っております。例えば、余り海外経験のない小中の学

級担任等がですね、そちらを流しながら映像を見せたり、音声に

触れさせたりということで、主に聞く活動から入り、それを踏ま

えて話すことに備えさせて、次にレッスンの最後に、まとめとし

て読んだり書いたりという、聞く・話すから正しく読む・書くに

つなげていくということが、ステップの基本となります。 

   和 田 委 員 こちらの教科用図書にだいぶデジタル教材で補完される形で

授業が展開されていくというふうに解釈してよろしいでしょう

か。 

   磯野教育長 私のほうで今のご意見を踏まえて、報告いたします。教育委

員の皆さんから指導者の件でもご心配いただきましたけれども、

これは今回、私どもが全国に先駆けて英語、外国語活動を取り組

んできて、子どもたちの興味・関心を高めて、これまでＡＬＴを

使ってやってきました。 

          今回、国の学習指導要領の改訂で、こういう状況になりました。

確かに、これから専科教員を増やしたり、免許を取らせるという

仕組みにしていくべきですけれども、そういった中で私たちがや

るべきことは別に置いておいて、そこはしっかり行政のほうで取

り組んでいかなければいけないと思います。私も外国語活動をず

っと担当していましたのでどうしても楽しみながらも、教科とし

て評価しなければいけない状況から、やはり次の学年につなげて

いかなければいけないということを考えると、５年生から６年生、

６年生から中学生というような流れがやはりしっかりわかるよ

うになっているかという点について見てみると、やはりその辺は、



 

さきほどのスモールステップじゃないですけれども、開隆堂が書

かれているというような状況はよくわかりました。 

          あと、書くということは、先ほど私の感覚が多少ずれていまし

たけれども、書き写すだけでいいという感覚で、本当にみんなそ

れで済んでいるのかなと、正直ですね、疑問を持ちました。今の

子どもたちはもっと先に行っているという状況があるので、この

中にそれぞれの教科、書き込めるようになっていて、４線譜が載

っていますけれども、いろいろな工夫されて載っています。 

          でも、もっとその次元を超えて、例えば千葉市の先ほど言った

ように、英語・外国語活動を取り組む時に、千葉市版の指導計画

を作って、これまでもＡＬＴと協力してやってきたわけです。そ

の辺でもっと優位性をここに載せていかないと難しいので、さっ

き言ったように、これにデジタルの教材を使っていく中で、どう

やってこれを使って学習していくかということを、何度も今日は

冒頭から述べていて訳ないのだけれども、そこをしっかり指導計

画の中に織り込むことが、やはり先ほど来、委員の皆さんが心配

している指導者の懸念を払拭するにはそこしかないかなという

ふうに考えます。 

ですから、聞く・話すから、単語が７００くらい増加するもの

を覚えていく必要があるので、教員もかなり研修を積む中で、み

んなが楽しく次へつなげていくという点を重視して私は決めた

いと思っています。 

   中 野 委 員 教えやすいという観点からは、東京書籍と、それから開隆堂

ですね。２つを詳しく見ますと、東京書籍が写真や絵がとても多

いですよね。本来の本文と、こんなに写真などが無くてもいいよ

うな気がするのですが。開隆堂のほうが、そのような意味では、

ぱっと見たときわかりやすいような気がします。確かに、あまり

絵が多くて、その中に英語が出てくるのは少しなので、わかりや

すいといえばわかりやすいのでしょうけれども、逆に何か意識が

この絵のほうにいってしまって、英語のほうにいかないような気

がします。私の意見です。 

   和 田 委 員 質問と意見と両方なのですが、東京書籍のピクチャーディク

ショナリーというものがありまして、私たち世代から見ると、こ

ういうものがとても扱いやすいように思えるのですが、この使い

勝手を教えてください。それから、やはり東京書籍の中で、先ほ

どから教育長も話題にされていますけれども、ＱＲコードなので



 

すが、インタビューという割と大きいスペースの中でＱＲコード

が使われていて、その内容を聞かないと、ここに書き込めないわ

けですね。 

          おそらく千葉市の授業の中では、来年度、授業の中でＱＲコー

ドを読み取れるようなタブレットが全児童使えるという段階で

はないと思いますので、そうするとこの部分は抜いて授業を進め

ていくようなことになるのかなと思うのですが、その意義につい

て教えてもらえますでしょうか。 

   丸山指導主事 まず、ピクチャーディクショナリーに関してですけれども、

調査員も申していましたが、やはり現在、短時間学習ということ

で、朝の時間などを活用して調べ物をしたり、もちろん４５分授

業の中でも単語調べなどがありますが、そういった時にそれをぱ

っと開いて調べられると、わかりやすいということの利点はある

という意見を頂戴しております。 

          また、ＱＲコードについてですけれども、先ほども申し上げま

した、デジタル教材を全て拝見しておりませんので、これは何と

も言えないのですが、必ずしもＱＲコードを用いてのみしか聞け

ないかというと、授業の中で、学校の教室の中で教員が再生をし

て、皆に聞かせることができるというような設定になっているこ

とが望ましいのかなと考えます。 

   和 田 委 員 続いて意見なのですが、中野委員もおっしゃいましたように、

東京書籍の教科書、とても写真や絵が多くて、子どもの興味を引

くような部分はあると思うのですが、一方で、教員が教える時に、

どのようにそれを組み合わせて、習慣化していったらいいのかと

いうのが伝わってこないというふうに感じました。 

          東京書籍、それから開隆堂、私は光村図書もわかりやすく、教

えやすいのではないかと感じているのですが、中学への接続とい

うことも考えなくてはいけなくて、教科になったということも考

えると、やはりスモールステップで子どもたちにしっかり力がつ

いていって、さらにどのような教員でも教えやすいということを

考えると、開隆堂か光村図書かというふうに思っているところで

す。 

   小 西 委 員 私自身、読み書きができても話せない日本人英語で非常に苦

労してきた一人なのですけれども、やはり英語自体を学ぶという

ことではなくて、英語で何ができるのか、英語をツールとして積

極的に、多少文法とか語句を間違えていても、積極的に自分から



 

話していくということを子どもたちにはしっかり身につけてほ

しいなと思っています。その視点が冒頭からしっかり出ているの

が東京書籍と開隆堂かと思っております。 

          この２者で迷っているのですが、東京書籍のピクチャーディク

ショナリーは使いやすいだろうと思いますし、子どもたちが自主

学習するのに適しているだろうと感じます。 

          また、東京書籍の中のストーリータイムに絵本の紹介があるの

ですけれども、ネイティブの方が日常生活上自然に使う語彙とい

うのは、このような絵本や短い物語の中にたくさん含まれている

と思います。単に単語自体を覚えるのではなく、子ども達に全体

の文脈の中で、単語の使い方や意味を捉えてもらおうという点で、

東京書籍は優れていると思いました。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問等がございませんので、これより、令和

２年度に本市立小学校において使用する「英語」の教科用図書を

決定します。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「英語」の発

行者は７者、「東京書籍」「開隆堂出版」「学校図書」「三省堂」

「教育出版」「光村図書出版」及び「新興出版社啓林館」です。

この７者から投票により決定いたします。事務局より、投票用紙

を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          東京書籍、２票、開隆堂出版、３票。開隆堂出版が過半数を得

ましたので、これを採択することと決定いたしたいと考えますが、

いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「英語」の教科用図書は、「開隆堂出版」と決定い

たしました。 

《道徳》 

   磯野教育長 では、最後に。小学校用教科用図書「道徳」に係る調査結果

について、教育指導課長の説明をお願いします  

   鶴岡教育指導課長 「特別の教科 道徳」について報告します。 

          ５３ページをご覧ください。 



 

          はじめに、「千葉市の児童に必要とされる教科用図書」につい

て説明いたします。 

          学習指導要領における特別の教科「道徳」の目標は、「よりよ

く生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値につ

いての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、

自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判

断力、心情、実践的意欲と態度を育てる」であります。 

          本市の児童の学力については、平成２９年度千葉市学力状況調

査における意識調査や学校生活の見取りから、千葉市の児童は、

社会生活に対する意識や行動が育っているものの、自尊感情や判

断力などの低さ、人間関係をうまく結ぶことできない児童が多い

傾向にあると見られます。道徳的価値の自覚及び自己の生き方に

ついて考えを深めること、多面的・多角的に物事を捉えること、

そして、道徳教育の要としての道徳科において、道徳的な判断力、

心情、実践的意欲と態度を育てることが課題と考えられます。 

          従って、教材のねらいが具体的で、児童が自分との関わりとし

て道徳的価値を捉え、主体的に考え、議論できるといった特色を

有する教科用図書を選定する必要があるものと考えます。 

          教科用図書を選定するための観点については、５４ページをご

覧ください。 

          ４つの視点、Ａ、主として自分自身に関すること、Ｂ、主とし

て人とのかかわりに関すること、Ｃ、主として集団や社会とのか

かわりに関すること、Ｄ、主として生命や自然、崇高なものとの

かかわりに関することであり、内容項目は、１、２年１９項目、

３、４年２０項目、５、６年２２項目設定されております。 

          調査研究報告書について、具体的に説明いたします。 

          「東京書籍」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、１年の７０から７２ペ

ージ、「みつけてみよう」に見られるように、様々な素材や方法

を用いた活動型教材を導入することで、多様な考えを引き出すこ

とができます。 

         また、「内容」（２）では、６年の８０ページから８３ページに

見られるように、従来ですと文章だけで表現されていた教材が、

漫画であらわされています。児童がより具体的な場面を理解でき

るのではないかというふうに思われます。 

          「学校図書」です。 



 

          「学習指導要領への対応」（２）では、１年の２２ページ、「お

手伝いじまん」などで見られるように、他教科等との連携を図り

ながら、学習の基盤と質・能力の育成や、道徳的価値の視点で学

び深められるようになっています。 

         また、「内容」（２）では、３年の３０ページ、「同じ仲間だから」

に見られるように、重点項目について系統的に学習できるような

配慮があります。 

          続いて、「教育出版」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、２年の４７ページ、「は

りきりパンダとだらだらパンダ」、５年の３５ページ、「ロレンゾ

の友達」に見られるように、問題意識をもち、友達との学び合い

を通じて、より深く自己を見詰めるための学習の流れを児童にわ

かりやすく提示しております。 

          「光村図書」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、２年の８６ページから

８９ページ、「黄色いベンチ」に見られるように、手引が工夫さ

れていて、話合いが進めやすくなっています。 

          同様に（２）では、３年の３２、３３ページ、「友だちのかか

わりについて考えよう」に見られるように、生命尊重、いじめ、

情報モラルなどの現代的な諸課題が取り上げられ、考えを深める

構成になっています。 

          続いて、日本文教出版です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、１年５２、５３ページ、

「はしのうえのおおかみ」などに見られるように、手引によって、

問題解決的な学習、体験的な学習ができるような配慮がされてい

ます。 

          また、（２）では、全学年に「心のベンチ」があり、他教科へ

の広がりや現代的な課題につながるような題材の配置などがさ

れています。 

          同様に（２）では、全学年で年間３回、直接的・間接的にいじ

めを扱う「いじめ防止ユニット」が構成されており、児童が自分

の生き方に考えを深め、命のすばらしさを感じる本市の教育施策

の実現に資するような工夫があります。 

          「光文書院」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、６年の５４ページ、「マ

ナーからルールへ、そしてマナーへ」に見られるように、「問い



 

をもつ」「考える」「まとめる」「広げる」の４段階の指導過程が

示されています。 

          また、（２）では、情報モラル、いじめ、防災、キャリア教育

など、現代的課題に向き合うために教材・コラムで扱い、様々な

角度から考えられるようになっています。 

          続いて、「学研教育みらい」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、問題解決的な学習や体

験的学習に合った題材を随所に取り入れています。 

          「内容」（２）では、全学年に同じキャラクター「みらいくん」

「あすかちゃん」が登場し、自分の成長と重ねながら考えられる

ようになっています。 

          また「造本」（１）では、１年の３６ページ、「みんな あかち

ゃんだったよ」に見られるように、児童の感性に訴えることがで

きる写真や絵を効果的に使用しています。 

          「廣済堂あかつき」です。 

          「学習指導要領への対応」（１）では、５年の４７ページ、「科

学者の姿勢から」、そして６年の２５ページ、「法隆寺の鬼」に見

られるように、特設ページがあり、学習の広がり・深まりが意識

されています。 

          また、（２）では、全教材において「学習の道すじ」があり、

学習問題と発問が明示されています。 

          なお、教科用図書の大きさ等については、光村図書がＢ５変型

判、光文書院がＡ４変型判、学研みらいがＡ４判になり、その他

５者はいずれもＡＢ判でございます。 

          分冊に関しては、学校図書、廣済堂あかつき、日本文教が別冊

ノートを扱っております。 

          以上で特別な教科「道徳」の報告を終わりにします。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かございますか。 

   中 野 委 員 基本的な質問なのですけれども、一昨年、道徳の教科書は選

んだばかりですよね。それで、東京書籍になったと思うのですけ

れども、東京書籍の教科書は、大きく変わったのでしょうか。変

わったところがあれば、どこが変わったのか教えてください。 

   岡田指導主事 今回の教科書の選定に当たっては、選定委員会の協議の中で

は、東京書籍は特には大きくは変わっていないということ、他の

教科書会社のほうで考え、より議論するといったことを目指す方

向で、改善策を提示していると伺っています。 



 

   中 野 委 員 そうしますと、あんまりこれは変わっていないけれども、他

者が変わったり、新しくなったので、改めて検討したいというこ

とでしょうか。 

   岡田指導主事 はい。 

   小 西 委 員 ２点教えていただきたいのですけれども、まず千葉市の子ど

もの課題と、全国的なものなのかもしれないのですが、教科書の

内容は理解できると。ただ、自分の行動であったり、実際の場面

に活かしていけないというような課題があるかと思うのですが、

自分事に置き換えて考えられるような題材が豊富な者があれば

教えてください。 

          あと、２点目なのですけれども、昨年の中学校の道徳では日本

文教出版を採用したかと思うのですが、実際に使用してみての教

員の教えやすさであったり、あと別冊ノートの使いやすさ、その

あたりの現場の感想があれば、教えていただければと思います。 

   岡田指導主事 まず１点目の子どもたちが自分のこととして考えさせる出版

社ですけれども、日本文教出版が「見つめよう 生かそう」とい

う、ページの最後に、今後の生活に生かせるような言葉が入って

おります。そこで、自分ごとを振り返るという時間が持てます。 

          また、光文書院でも、自分の生き方や生活を振り返り、実生活

に広げていくというような投げかけが入っております。 

          ２点目の別冊ノートにつきましては、３者が扱っております。

中でも日本文教出版は、使い方が限定されず、教師の授業方法に

よって柔軟な書き方ができる、また、１年生にはシールや丸をつ

けるなど、児童の実態に合わせた配慮があると報告を受けており

ます。 

          そのほかの出版社においては、学習の筋道に沿ったノートにな

っております。 

         中学校の教員は、まず授業をきちんと１時間１時間こなしてい

くということでは、ある程度限定されたノート、書き込みがしや

すいようなノートのほうがいいという話を聞いております。 

   磯野教育長 本市は国の指定を受けて、独自教材を作って、これまでも取

り組んできました。教員の皆さんが言うのは、読み物資料も含め

て、そのようなものは大事だというように捉えてしまうわけです。 

          今、小西委員からもあったように、そのようなものがどれだけ

この中にあるかというと、みんないいのはよくわかります。でも、

どちらかというと、今、現実に起きていることというのは少しか



 

け離れていて、何かみんなもう最後は１個のまとめで終わるとい

う、何か感じになってしまう。現実においてはもっと生々しい状

況があるということを考えると、先ほど実態報告にあったように、

今は本当にいじめや、見えない部分で、表面に出てこない部分の

ことをどのように処理していくかという点で、いじめなどを扱う

ということは非常に重要だと思います。 

          ですから、それ以外も、これだけで全部解決するわけじゃない

ので、そういった教材については、引き続き市としては、大事に

取り組んでいってほしいと思います。 

          それと、命に関しての取り扱いも一方では大事であり、生命に

ついては私も安全・安心ということでずっと訴えてきました。こ

の中で、やはりコラムの中での生命などについても、しっかり情

報モラルを捉えた中で、きちんと書かれている会社もあるので、

この辺は皆さんがきちんと扱えれば、それがうまくできるかなと

思います。 

          先ほどあったように、中学校でノートをどう使うかということ

で議論された経緯は、確かに皆さん覚えています。やはり、若い

教員が多いという中で、一概にまとめることなのでノートだけで

いいのかという問題もあるのですけれども、現状ではそういった

ものをしっかり受けとめていくという点では、ノートを有効に使

っていくという点も観点に考えています。 

  和 田 委 員  どの出版社も本当に読みごたえのある教材を扱っていると思

います。ただ、やはり読みごたえはあるのですけれども、なかな

か自分ごとに置きかえられないというのが、小西委員もおっしゃ

っていましたけれども、そこが教科としての難しさだと思います。

その中でやはり現実的な問題として、一番学校現場で起きている

ことの大きな問題の一つとしていじめがあると思うのですが、こ

れがユニットで扱われていることが、東京書籍が学びやすいとい

うふうに、話がありました。 

          教材については、おそらく子どもたちもこの教科書を手にして、

学校の授業で学習するもの以外も、読み物として読むということ

でも非常に読みごたえがあって、すばらしいと思います。 

          その中でも取り上げている教材が偉人伝に終始しないで、偉人

を支えた人が多く載っているなど、なかなか偉人にはなれないけ

れども、その次くらいならなれるというところの気持ちになれる

ので、そういった観点でも選んでみたいなと思いました。 



 

          それから、やはり学習の手引の綴り方なのですけれども、ない

ほうが子どもたちが主体的に学べるのか、余り詳しく載せないほ

うがいいのか、それでもある程度指針があって、自分ごととして

捉えるようなコメントは載っていたほうが、その点は教えやすさ

にも通じると思うのですが、どちらがいいのか、これも本当に迷

うところなのですが、そこはどうでしょうか。 

   岡田指導主事  発達の段階にもよるかと思うのですけれども、ないほうが子

どもたちの自由な発想や考え方を深めていける、広げていけると

いうことではいいと思います。あっても、できない自分はなぜな

のか、もっと深く考えて自分を見つめ直してみようという点も、

学習としては大事だと思っております。 

   和 田 委 員 ノートというのも大きな部分だと思いますが、私は、日本文

教出版においては、上のほうがもう課題が決まっていてそれに対

する答えで、下の欄は自由に書けるということで、別のノートを

作らなくてもこれで完結するという意味で、使い勝手がいいのか

なというふうに思いました。報告も同じということで、よろしく

お願いします。 

   中 野 委 員 他にも出ていますように、どの教科書も内容的には変わりが

ないということかと思いますけれども、私は、日本文教出版のい

じめの、先ほど出ましたけれども、それに対しては、単に理解し

て、終わらせるだけじゃなくて、そのあとどう考えるのかという

ことがあって、考えさせるということでは、いじめも大きな問題

となっていますので、その観点に関してはこの会社のほうがいい

かなと思います。 

   和 田 委 員 自己肯定感や自己有用感の向上ということが、これは千葉市

の子どもだけではなくて、日本人に必要だというふうに言われて

いますけれども、これらの教科書のどのようなところが、向上に

つなげられるのか、指導の中でどのようにしていったらいいのか

ということを、教えていただければなと思います。 

   岡田指導主事 やはり今回、道徳が教科化になった背景に、多面的・多角的

に物事を見るという点で考え、議論する道徳を目指そうというふ

うにありました。その中で議論というところなのですけれども、

クラスみんなで問題について考え、解決に向かっていくなど、も

しくはグループ内、小さなグループで考えていくなどというふう

に、そのようなことを考えると、自分をきちんと評価し受け入れ

たり、自分の意見をしっかりと言えて、自己決定できたりすれば、



 

その集団の人間関係の中でしっかり生活していけているという

ことを感じて、自分自身が感じていける、というふうに思います

ので、そのような教材が手引きとしてあれば、非常に子どもたち

にも影響があると考えます。 

   磯野教育長 その他にご意見等ありませんか。 

          では、ご意見、ご質問がございませんので、これより、令和２

年度に本市立小学校において使用する「道徳」の教科用図書を決

定をいたします。 

          それでは、採決に移ります。小学校用教科用図書「道徳」の発

行者は８者、「東京書籍」「学校図書」「教育出版社」「光村図

書出版」「日本文教出版」「光文書院」「学研教育みらい」及び

「廣済堂あかつき」です。この８者から投票により決定いたしま

す。事務局より、投票用紙を配付してください。 

（投票用紙の配付後、教育委員、投票。事務局において、開票・

集計し、教育長へ報告） 

   磯野教育長 では、ただいまの投票結果について報告いたします。 

          日本文教出版、５票。日本文教出版が過半数を得ましたので、

これを採択することと決定いたしたいと考えますが、いかがでし

ょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、令和２年度に本市立小学校におい

て使用する「道徳」の教科用図書は、「日本文教出版」と決定し

ました。 

《総括》 

   磯野教育長 以上で、議案第３６号に係る、「令和２年度使用千葉市立小

学校用 教科用図書の採択について」は、１１教科１３種目につ

いて、採択が終了しました。 

確認しますと、 

国語（国語            ）「光村図書出版」 

書写（小学書写          ）「教育出版」 

社会（新しい社会         ）「東京書籍」 

地図（楽しく学ぶ小学生の地図帳  ）「帝国書院」 

算数（わくわく算数        ）「新興出版社啓林館」 

理科（たのしい理科        ）「大日本図書」 

生活（たのしい生活        ）「大日本図書」 

音楽（小学生の音楽        ）「教育芸術社」 



 

図画工作（図画工作        ）「日本文教出版」 

家庭（小学校 わたしたちの家庭科 ）「開隆堂出版」 

保健（新しい保健         ）「東京書籍」 

英語（Junior Sunshine      ）「開隆堂出版」 

道徳（小学道徳 生きる力     ）「日本文教出版」 

となりました。以上、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 それでは、ただ今のとおり決定いたします。 

 

７ その他 

 (1) 採択結果について、千葉市ホームページ上で当日中に公開することを教育

指導課長から伝えられた。 

（2） 第８回定例会は、調整の結果、８月２７日（火）午後２時より開催するこ

とを決定した。 

 

８ 閉会 

  磯野教育長より閉会を宣言 


